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 組織 

 

千葉大学 医学部 医学教育研究室 

千葉大学 大学院医学研究院 医学教育学 

 

 千葉大学大学院医学研究院医学教育学の教職員は医学教育研究室業務を兼務する。 

 千葉大学大学院医学研究院千葉県寄附講座地域医療教育学講座の教職員（地域アテン

ディングを除く）は医学教育研究室業務を兼務する。 

 総合医療教育研修センターの教職員のうち、医学部長の指示の下で医学教育研究室長

あるいは総合医療教育研修センター長から指名された者は、医学教育研究室業務を兼

務する。 

 

構成員一覧（医学教育研究室） 

 氏名 職位 所属（主となるもの） 備考 

室長 伊藤 彰一 教授 医学教育学  

副室長 

実施管理 

笠井 大 講師 医学教育学  

医療安全 清水 郁夫 特任教授 医学教育学  

IR 田島 寛之 特任助教 医学教育学  

IR 小野寺 みさき 特任助教 医学教育学 ～2026 年 3 月 

IR  木村 康彦 特任助教 総合医療教育研修センター  

国際 塚本 知子 特任講師 総合医療教育研修センター  

国際 Nusrat Fatema 特任助教 総合医療教育研修センター  

事務 市山 実奈 事務補佐員 医学教育学 ～2025 年 4 月 

5 月～総合医療

教育研修センタ

ー 

事務 松浦 薫 事務補佐員 医学教育学  

事務 堂前 みさと 事務補佐員 医学教育学 2025 年 7 月～ 

事務 中澤 里那 事務補佐員 学務課  

※地域医療教育学講座は次表を参照。 

  



 
 
千葉大学 大学院医学研究院 千葉県寄附講座 地域医療教育学講座 

 

構成員一覧（地域医療教育学） 

 氏名 職位 備考 

地域医療教育学 伊藤 彰一 教授  

地域医療教育学 鋪野 紀好 特任教授  

地域医療教育学 荒木 信之 特任講師  

地域医療教育学 尾﨑 尚人 特任助教           

地域医療教育学 高橋 在也 特任助教 ～2025 年 4 月 

2025 年 5 月～非常勤講師 

2025 年 11 月～ 

地域アテンディング 勝山 陽太 特任助教  

地域アテンディング 青木 信也 特任助教  

地域アテンディング 曽我井 大地 特任助教  

地域アテンディング 村山 愛 特任助教  

地域アテンディング 森 德郎 特任助教  

地域アテンディング 山田 悟史 特任助教  

地域アテンディング 長谷部 圭亮 非常勤講師  

地域アテンディング 杉田 昌昭 特任助教  

地域アテンディング 柳本 蔵人 特任助教 2025 年 4 月～ 

地域アテンディング 酒井 達也 特任助教 2025 年 4 月～ 

事務 松本 徹 事務補佐員  

 

  



 
 
千葉大学 医学部附属病院 総合医療教育研修センター 

 

構成員および関係者一覧（初期臨床研修医、専攻医を除く） 

氏名 職位 担当 兼任 備考 

伊藤 彰一 教授 センター長 CCSC センター長  

酒井 郁子 教授 副センター長 看護学研究院教授  

笠井 大 講師 副センター長 

実務者 

医学教育学  

塚本 知子 特任講師 教育研修実践 

国際 

  

Nusrat 

Fatema 

特任助教 教育研修実践 

国際 

  

木村 康彦 特任助教 IR   

桐山 加奈子 特任助教 教育研修実践   

吉田 幸恵 特任助教 教育研修管理   

臼井 いづみ 特任助教 CCSC IPERC  

新井 加代子 看護師長 看護師教育 看護部  

広野 さわ 副看護師長  看護部  

渡邉 朋 副看護師長  看護部  

遠藤 展美 副看護師長  看護部  

山﨑 友宏 副看護師長  看護部  

栗田 亜実 副看護師長  看護部  

根岸 智子 事務補佐員 事務   

矢本 菜穂子 事務補佐員 事務   

管藤 亜樹子 事務補佐員 事務   

植松 智子 事務補佐員 レジデントクラーク 病院総務課  

田尻 明美 事務補佐員 事務 病院総務課  

飯沼 加奈 事務補佐員 事務 病院総務課  

市山 実奈 事務補佐員 事務  2025 年 5 月～ 

金子 達哉 特任助教 アテンディング 消化器内科  

松井 愼一郎 特任助教 アテンディング 血液内科  

四宮 翼 特任助教 アテンディング 腎臓内科  

栗原 俊二郎 特任助教 アテンディング アレルギー・膠原病

内科 

 

寺本 直弥 特任助教 アテンディング 糖尿病・代謝・内分

泌内科 

 

江口 紀子 特任助教 アテンディング 循環器内科  

藤本 一志 特任助教 アテンディング 呼吸器内科  

吉川 寛 特任助教 アテンディング 感染症内科  

山口有輝子 特任助教 アテンディング 食道・胃腸外科  



 
 
藤井 康矢 特任助教 アテンディング 肝胆膵外科  

松井 由紀子 特任助教 アテンディング 呼吸器外科  

裵 祥存 特任助教 アテンディング 泌尿器科  

栗田 健郎 特任助教 アテンディング 救急科・集中治療部  

菱谷 崇寿 特任助教 アテンディング 整形外科  

佐伯 優佳 特任助教 アテンディング 皮膚科  

中西 哲朗 特任助教 アテンディング 精神神経科 2025 年 6 月～ 

須藤 佑輔 特任助教 アテンディング 精神神経科 ～2025 年 5 月 

松田 達磨 特任助教 アテンディング 脳神経外科  

水地 智基 特任助教 アテンディング 脳神経内科 ～2025 年 6 月 

安田 真人 特任助教 アテンディング 脳神経内科 2025 年 7 月～ 

廣澤 聡子 特任助教 アテンディング 婦人科・産科  

篠原 佳子 特任助教 アテンディング 婦人科・産科 2025 年 10 月～ 

阿部 ちひろ 特任助教 アテンディング 小児科  

上原 絵里香 特任助教 アテンディング 小児科 2025 年 10 月～ 

西村 雄宏 特任助教 アテンディング 小児外科 ～2025 年 9 月 

工藤 渉 特任助教 アテンディング 小児外科 2025 年 10 月～ 

相原 啓紀 特任助教 アテンディング 病理診断科  

佐藤 瑠璃香 特任助教 アテンディング 総合診療科  

 

  



 
 
2．学部・大学院教育／アウトリーチ 

 

学部教育（医学部） 

担当科目 

科目名 履修年次 授業担当（○責任者） 

導入 PBL テュートリアル 1 年次 〇伊藤 彰一、笠井 大 

ヒューマン・バイオロジー 1 年次 〇伊藤 彰一 

チーム医療Ⅰ（IPEⅠ） 1 年次 〇笠井 大、田島寛之 

医学英語Ⅰ 1 年次 〇伊藤 彰一、塚本 知子、 

 Nusrat Fatema  

地域医療学 1～6 年次 〇伊藤 彰一、鋪野 紀好、 

荒木 信之、尾﨑 尚人 

異文化コミュニケーション 1～6 年次 〇伊藤 彰一 

チーム医療Ⅱ（IPEⅡ） 2 年次 〇笠井 大 

生命倫理演習 2 年次 〇笠井 大，吉田 幸恵 

医学英語Ⅱ 2 年次 〇伊藤 彰一、塚本 知子、 

 Nusrat Fatema  

医師見習い体験学習 3 年次 〇笠井 大 

チーム医療Ⅲ（IPEⅢ） 3 年次 〇笠井 大 

臨床入門Ⅰプロフェッショナリズム 3 年次 〇笠井 大 

臨床入門Ⅰ診療録実習 3 年次 〇田島寛之、笠井大 

臨床入門ⅠコミュニケーションⅠ・Ⅱ 3 年次 〇笠井 大 

医学英語Ⅲ 3 年次 〇伊藤 彰一、塚本 知子、 Nusrat 

Fatema  

臨床入門ⅡコミュニケーションⅢ 4 年次 笠井 大、田島寛之 

臨床入門Ⅱ 診療録実習 4 年次 田島寛之、笠井大 

チーム医療Ⅳ全人的評価（ICF） 4 年次 〇笠井 大，尾崎 尚人 

チーム医療Ⅳ（IPE Ⅳ） 4 年次 〇笠井 大 

CC ベーシック  

プロフェッショナリズム WS 

4 年次 笠井 大 

CC ベーシック 症例プレゼンテーション 4 年次 笠井 大 

CC ベーシック 病棟でのマナーとルール 4 年次 総合医療教育研修センター 広野さ

わ，田島 寛之 

CC ベーシック 診療録実習 4 年次 田島 寛之、笠井 大 

CC ベーシック 

地域志向型 PBL 

4 年次 

 

〇伊藤 彰一、鋪野 紀好、荒木 信

之、尾﨑 尚人、清水 郁夫、塚本 

知子、田島 寛之 

CC ベーシック 末梢静脈確保 4 年次 鋪野 紀好、他（アテンディング） 

医学英語アドバンスト（選択） 4・5 年次 〇伊藤 彰一、Nusrat Fatema、 

塚本 知子 



 
 
海外クリニカルクラークシップ（選択） 5・6 年次 〇伊藤 彰一、塚本 知子 

臨床実習Ⅰプロフェッショナリズム 

WS１、キャリア講演会 

5 年次 〇笠井 大、 

〇伊藤 彰一 

臨床実習Ⅰプロフェッショナリズム

WS2、臨床研修ガイダンス 

5 年次 〇笠井 大、 

〇伊藤 彰一 

臨床実習Ⅰ 

地域臨床実習 

5 年次 ◯伊藤 彰一、鋪野紀好、荒木 信

之、尾﨑 尚人 

臨床実習Ⅱ 医療プロフェッショナリズム

演習 

5 年次 〇桐山加奈子 

臨床実習Ⅱプロフェッショナリズム WS 6 年次 〇笠井 大 

〇伊藤 彰一 

 

アテンディング担当科目： 

 1 年次：IPE Step1 

 2 年次：IPE Step2 

 3 年次：IPE Step3、医師見習い体験学習、イノベイティブ先端治療学 

 4 年次：IPE Step4、CC ベーシック（末梢静脈確保、手洗い実習、皮下注・筋注） 

 5 年次：クリニカル IPE、電子カルテ操作説明、キャリアプラン講演会 

 4～6 年次：クリニカルクラークシップ（CC）、アスパイアプロジェクト 

上記のほか、所属診療科のユニット講義のマネジメント等を担当されている場合がある。 

 

白衣式（第 16 回）（医学部） 

日時：2025 年 11 月 28 日（金）14:00～16:00 

場所：医学部ゐのはな記念講堂 

来賓：本橋新⼀郎 （医学部長代理）、大鳥精司（附属病院長）、 
伊藤彰一（学部学務委員長）、吉原俊雄（ゐのはな同窓会会長）、 
中島新（医学部後援会副会長）、青柳信子（千葉白菊会会長） 

 

学部教育（看護学部、他大学：附属病院看護部） 

看護学実習等実施状況 6 校 943 名 

学校名  実習科目数  学生数  

千葉大学看護学部  13 科目  593 名  

千葉県立保健医療大学  5 科目  134 名  

淑徳大学  4 科目  34 名  

東京情報大学 1 科目 8 名 

千葉市青葉看護専門学校  6 科目  63 名  

千葉県立幕張総合高等学校  １科目  40 名  

千葉大学教育学部  養護教諭養成課程 27 名 

淑徳大学総合福祉部 養護教諭養成課程 15 名 

 



 
 
学部教育（普遍教育科目） 

担当科目 

科目名 履修年次 授業担当（○責任者） 

情報リテラシー (29) 1 年次 〇田島 寛之 

現代医学 1 年次 鋪野 紀好、荒木 信之 

 

学部教育（国際教養学部科目） 

科目名 履修年次 授業担当 

高齢化と医療 3・4 年次 鋪野 紀好 

 

学部教育（教育学部科目） 

科目名 履修年次 授業担当 

学校救急処置活動 3・4 年次 鋪野 紀好 

 

学部教育（サークル・部活動） 

 General Medicine Interest Group（顧問：伊藤彰一、副顧問：鋪野紀好） 

 亥鼻ジャズ研究会（顧問：伊藤彰一） 

 亥鼻卓球部（副顧問：酒井郁子） 

 亥鼻弓道部（顧問：笠井 大） 

 

大学院教育（医学薬学府、看護学研究科） 

担当科目（医学薬学府） 

 医学教育学特論 

 医学教育学演習 

 医学教育学実習 

 特別研究 他 

担当科目（看護学研究科） 

※ 大学院（看護学研究科）のシラバス参照。 

 

担当科目（学外） 

科目名 実施大学等 授業担当 

医学コミュニケーション学（博士前期課程） 

ヘルスコミュニケーション 1 単位 1 コマ 

専門職連携教育の実際と今後 

京都大学 医学系研究科 酒井郁子 

高度実践看護学コース 

老年看護学Ⅳ老年看護システム論 2 単位 3 コマ 

長期ケア施設でのケアシステムの構築とその実際 

北里大学 看護学研究科 酒井郁子 

高齢者在宅長期ケア看護学特論Ⅱ 2 コマ 

長期ケアにおける Evidence Based Practice 

東京大学 医学系研究科 酒井郁子 

次世代育成看護学Ⅱ 

（ウィメンズヘルス・ケア）M 2 コマ 

京都橘大学 看護学研究科 臼井いづみ 



 
 
 

学部・大学院教育（その他） 

該当なし 

 

アウトリーチ活動（学術活動を除く） 

 吉川寛 一宮商業高等学校で性感染症に関する講義を実施。（2025 年 7 月 15 日） 



 
 
 

3．卒後教育 

新入職員研修 

実施日 内容 対象職種 担当 

2025/4/1 医療人としての倫理 全職種 笠井 大 

2025/4/2 CCSC の利用につい

て  

研修医（医科・歯

科） 

臼井いづみ 

2025/4/2 研修における重要事

項について 

研修医（医科） 伊藤 彰一 

 研修医室の利用方法

（メールにて周知）  

研修医（医科） 総合医療教育係 

2025/4/4 動脈穿刺実習 研修医（医科） 田島寛之、他アテン

ディング 

2025/4/1 接遇研修 全職種 田島寛之、広野さ

わ、栗田亜実 

2025/4/1 専門職連携（IPW） 全職種 笠井 大、酒井 郁

子、渡邉朋、臼井 

いづみ、井出 成

美、孫佳茄、下井 

俊典他 

2025/4/1 メンタルヘルス 全職種 大渓俊幸、瀬尾智

美、野畑美保、新井

大誠 

2025/4/1 感染対策 全職種 猪狩英俊、谷口敏

文、谷中麻里、他 

2025/4/3 合同採血研修 研修医（医科・歯

科）、看護師、臨床

検査技師 

笠井 大、荒木信

之、寺本直弥、松井

慎一郎、林あゆみ、

立石和也、石川、酒

井 郁子、清水 郁

夫、臼井 いづみ、

新井加代子、渡邉

朋、広野さわ、山﨑

友宏 

2025/4/9 静脈ライン確保 研修医（医科） 鋪野 紀好、他（ア

テンディング） 

2025/4/4 輸液・シリンジポン

プ・ベンチレータ等

の取り扱い実習 

研修医（医科） 

 

2025/4/5 経鼻胃管挿入実習 研修医（医科） 井上 将法、他（ア

テンディング） 



 
 

2025/4/5 尿道カテーテル挿入

実習 

研修医（医科） 佐藤美香、他（アテ

ンディング） 

2025/4/8 外傷初期対応（挫傷

洗浄、局所麻酔、皮膚

縫合等） 

研修医（医科） 

 

2025/4/12.15.22 ICLS 研修医（医科） 

 
富田啓介 

 

  



 
 
 

研修医個別面談 

2025 年 4 月，8 月に、千葉大学医学部附属病院で研修中の全研修医に対して個別面談を実施し

た。また、適宜、総合医療教育研修センター長等による個別面談を実施した。 

 

臨床研修報告会（第 15 回） 

開催日：2026 年 3 月 2 日(月) 

開催場所：千葉大学医学部附属病院ガーネット・ホール、セミナー室 3（2 会場) 

対象：千葉大学医学部附属病院の卒後臨床研修プログラム及び協力病院における 

基幹型プログラムを修了予定の 2 年目研修医 

（千葉大プログラム修了予定者は全員、協力病院プログラム修了予定者は任意） 

 

研修医定例ミーティング 

アテンディングミーティング（FD） 

開催日 
アテンディング FD 

担当 内容 

2025/4/10 荒木 信之 

井上 将法 

田島 寛之

清水 郁夫 

大学病院と地域病院のアテンディングがワールドカフェ形式で意見交換を行い、

教育に関するニーズや課題を共有した。交流が深まるとともに、今後の FD 活動の

方向性に資する示唆が得られた。 

2025/5/8 荒木 信之 

井上 将法 

田島 寛之

清水 郁夫 

短時間でも効果的な学修機会を提供する方法について事例共有を行い、ミニレク

チャーや声かけの意義を確認した。限られた時間での教育の工夫について理解

が深まった。 

2025/6/12 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

学生の問題行動と隠れたカリキュラムをテーマに KJ 法で意見を整理した。行動の

背景には教育環境も関与することが示され、構造的な視点の重要性が認識され

た。 

2025/7/10 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

臨床現場でのフィードバックをテーマにロールプレイなどを通して効果的な伝え方

を学んだ。伝え方やタイミングの工夫が教育効果に大きく影響することが共有され

た。 

2025/9/11 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

教育活動におけるリソース活用をテーマに、各施設の工夫を共有した。教育体制

の持続可能性を意識し、リソースの可視化と優先順位付けの必要性が確認され

た。 

2025/10/9  田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

モチベーション向上をテーマに、学修者の意欲を引き出す関わり方や指導医のや

りがいについて意見交換を行った。支援環境の整備の重要性が再認識された。 

2025/11/13 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

問題行動への建設的なフィードバック方法を検討し、具体性や共感が重要である

ことが共有された。対応方針の統一や連携の必要性も明らかになった。 



 
 

2025/12/11 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

ドレスコードの意義について議論し、服装指導は専門職意識の涵養につながる教

育的側面を持つことが確認された。施設間の共通理解の必要性も共有された。 

2026/1/8 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

大学病院と地域病院の実習の連続性について大学病院アテンディングと地域病

院アテンディングが議論し、教育目標の明確化と施設間の役割分担が学修の一

貫性に重要であるとの認識が得られた。 

2026/2/12 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

学修を促進する評価のあり方について意見交換し、評価が学修支援の手段であ

ることを再確認した。形成的評価の活用など、実践への意欲が高まった。 

2026/3/12 田島 寛之

清水 郁夫

井上 将法 

1 年間の FD 活動を振り返り、教育実践への変化や学びを共有した。施設間の連

携が教育の質向上に寄与することが再確認され、次年度への意欲が高まった。 

 

▪2025 年度 定例ミーティング：ミニレクチャー担当者一覧 

開催日 診療科 氏名 所属 タイトル 

2025/4/11 腫瘍内科 大野 泉 ✻腫瘍内科 
「がん診療の基本」    

●化学療法はレベル 0 が重要

です！ 

2025/5/9 呼吸器外科 松井 由紀子 アテンディング 
●呼吸器外科での診療：胸腔

ドレナージについて 

2025/6/13 救急科・集中治療部 栗田 健郎 アテンディング 
●心停止の認知とチームでの

蘇生 

2025/7/11 脳神経内科 水地 智基 アテンディング 
●一過性意識障害：てんかん

と失神の鑑別 

2025/9/12 医療安全（CV） 清水 郁夫 
総合医療教育研

修センター 

●中心静脈カテーテル留置・

管理のピットフォール 

2025/11/14 病理診断科 相原 啓紀 アテンディング 
●病理組織検体の取り扱いに

ついて 

2025/12/12 総合診療科 
角勇 貴大 

(監修 佐藤) 

アテンディング

監修 

●医療面接総論 

2026/1/9 感染症内科 吉川 寛 アテンディング ●カンジダ菌血症 

2026/2/13 消化器内科 
興梠(こおろき) 

慧輔 
✻消化器内科 

●いま知っておきたい肝炎ウ

ィルス検査実施時の対応 

2026/3/13 形成外科 安藤 暢浩 アテンディング ●軟膏・創傷被覆材の選択と

使用方法について 

    



 
 
▪看護職員院内研修 

番

号 
研修名 目的 内容 開催日 人数 

【専門的・倫理的・法的実践能力】 

１ 看護と倫理 
看護と倫理につ

いて考える 
外部講師による講義 2/27 39 

２ 

こんな時ど

うする？倫

理的ジレン

マをじっく

り検討して

みよう 

日常の看護実践

における倫理的

課題への対応の

プロセスと事例

検討を通して体

験し、看護師の

役割を学ぶ 

・「看護倫理」レクチャー 

・事例検討 

・りんりんカフェ 

全 7回 

6/19,7/17,8/2

19/18,10/16,1

1/20,12/18 

10 

【臨床実践能力】 

3 
事例に学ぶ

ビギナー 

対象の置かれた

現状を理解し必

要な看護を考え

る 

・事例レポート作成 

・部署での事例検討 
9 月～3月 108 

4 
事例に学ぶ

Step1   

自身の持てる力

を発揮して対象

者のニーズを捉

える 

・事例レポート作成 

・部署での事例検討 
9 月～3月 95 

5 
事例に学ぶ

Step2   

対象者の全体像

を総合的にとら

えることができ

る 

・事例レポート作成 

・部署での事例検討 
9 月～2月 81 

６ 

エビデンス

に基づいた

看護改善の

すすめ 

エビデンスに基

づいた看護改善

の重要性を理解

して看護の質の

向上を図る 

・講義オリエンテーショ

ン 

第 2回 中間報告 

第 3回 最終報告 

全 5回 

7/14.28,10/3 

3/6.12 

7 

７ 
看護記録研

修－基礎編 

患者のよりよい

状態を目指し、

患者の持てる力

の発揮を支援す

る記録ができる 

・看護記録記載基準、看護

記録記載の申し合わせ・

看護記録の記載方法 

全 1回 

6/3.10 
124 

８ 

重症度、医

療・看護必

要度 基礎

編 

重症度、医療・

看護必要度を知

り評価ができる 

・重症度、医療・看護必要

度とは・評価方法 

全 1回 

5/30,6/10.16 
125 



 
 

９ 
看護技術ト

レーニング 

部署で必要な基

本的な看護技術

を安全にシミュ

レーターで実施

できる 

・採血・導尿・膀胱留置カ

テーテル管理・経管栄養・

吸引・抹消静脈留置針挿

入 

67 回 357 

10 
実践に活か

す酸素療法 

酸素デバイスの

特徴を知り、適

切な酸素療法を

実施できる知識

を養う 

講義：基礎知識演習：デバ

イス使用方法事後課題：

実践への活用  

全 1 回 

10/29 
26 

11 

人工呼吸器

について学

ぼう 

人工呼吸器の仕

組みや基本的操

作を学ぶ 

人工呼吸器の仕組みと基

本的操作、人工呼吸器装

着中の患者の看護のポイ

ント 

全 1回 

11/5.10.17 
27 

12 

実践に活か

す！気道管

理～人工気

道 

人工気道挿入患

者の気道管理に

必要な知識を養

う 

シミュレーターによる口

腔ケア・実践上の課題検

討 

全 1回 12/10 17 

13 

やさしい心

電図の読み

方 心電図の基本的

知識を学ぶ 

心電図の基本 

動画･手順 

9/48 

14 

十二誘導心

電図の読み

方 

十二誘導心電図の基本 
26・

139 

18 

褥瘡予防ポ

ジショニン

グと基本の

コツ 

ポジショニン

グ、良肢位を体

験し、日々の看

護ケア・褥瘡予

防に活かす 

・事前：褥瘡予防ケアの動

画視聴 

ポジショニング体験 

全 1回 

9/3.17 
27 

19 

日々のケア

に活かす褥

瘡予防の基

本 

褥瘡リスク因子

を理解し、正し

く評価・アセス

メ ン ト が で き

る,褥瘡リスク

アセスメントの

結果から必要な

予防ケアがわか

る 

・褥瘡発生の原因、機序・

褥瘡リスクアセスメント

日常生活自立度、OH スケ

ールと予防ケア 

・スキンケアの基本 

全 1回 

7/30 
24 

20 

この褥瘡ど

う ケ ア す

る？褥瘡の

DESIGN-R2020 を

使用して褥瘡を

正しく評価し、

症例検討：DESIGN-R2020

で評価、局所ケアを選択 

全 1回 

10/9 
23 



 
 

評価と局所

ケア 

局所ケアを選択

できる 

21 
ストーマケ

アの基本 

ストーマケアに

必要なアクセサ

リー、装具につ

いて簡単な特徴

を知る 

講義＆体験：装具やアク

セサリーの特徴の実際を

理解する 

全 1回 10/23 28 

22 

患者中心の

がん薬物療

法看護 基

礎編 

がん薬物療法看

護の基本的知識

を習得する 

がん薬物療法、看護の基

本曝露対策 
動画 362 

23 認知症看護 

認知症看護につ

いての基本を学

ぶ 

・アセスメントと援助方

法、せん妄予防と対処法・

倫理的問題と意思決定支

援 

動画 16 

【リーダーシップとマネジメント能力】 

24 

看護補助者

との協働を

推進するた

めの研修：看

護師 

看護補助者と協

働推進するため

に必要な知識や

考え方を理解し

役割分担や業務

指示に活用する 

看護補助者の業務と役

割、協働推進のための考

え方と役割分担 業務指

示 

動画 429 

25 

安全な医療

の提供のた

めに 

看護業務を遂行

する上での看護

職の責任の基本

的な考え方や行

動を学ぶ 

看護業務と責任 

ヒヤリハット 

全 1回 

7/24.25.30 
125 

26 

業務プロセ

スに着目し

たインシデ

ントの分析

方法（POAM 分

析①） 

業務プロセスで

起こるインシデ

ントの分析手法

を学び、業務・

仕組みの改善が

必要性を理解す

る 

プロセス型のインシデン

ト事例の選択、ミスのあ

ったプロセスの抽出方法

と標準プロセスやルール 

全 1回 

7/11 
31 

27 

業務プロセ

スに着目し

たインシデ

ントの分析

手法（POAM 分

析②） 

POAM 分析につい

て正しく理解

し、部署で発生

した事例を分析

し、効果的な対

策に結びつける

ことができる 

事前課題:POAM①受講プ

ロセス型インシデントの

分析シートによる事例分

析事後課題： POAM 分析 

全 1回 

9/13 
17 



 
 

28 
メンバーシ

ップⅠ 

持てる力を発揮

しチームの一員

として行動でき

る 

・場面の振り返りを通し

てチームメンバーの役割

を考える 

全 1回 

11/4.12.14 
118 

29 
メンバーシ

ップⅡ 

看護実践に必要

な関係者との情

報交換等、主体

的にメンバーシ

ップを発揮でき

る 

・場面の振り返りを通し

てチームメンバーの役割

を考える 

全 2回 

8/26.28,9/2 

1/7.9.15 

98 

30 

リーダーシ

ップⅠ基本

編 

自己理解を促

し、必要な知識

や技量、態度を

習得する 

・リーダーシップとは・チ

ームとリーダーの機能・

実践振返 

全 3回 

7/2,10/27,2/1

2.17 

35 

31 

 

リーダーシ

ップⅡスキ

ルアップ編 

自己のリーダー

シップの特徴を

自覚してチーム

を目標に向けて

導く 

・リーダーシップとは、・

リーダーシップに必要な

スキル・実践の振返り 

全 3回 

7/9,10/31,2/3 
15  

32 
課題解決型

研修 

副看護師長とし

て部署の課題、

看護管理におけ

る自己の課題に

取り組む 

自部署の課題や自身の課

題への方略を改善しなが

ら実施できる 

全 4回 

7/25.9/19.11.

21.1/30.3/3 

11 

【専門性の開発能力】 

38 

学習支援に

ついて学ぼ

う 

プリセプター・

シニアプリセプ

ター準備 

・生涯学習・新人教育の考

え方・学習支援者のある

べき姿 

全 1回 

12/25.1/22,2/

25, 

3/10,13 .24 

108 

39 

学び合う組

織になるた

めに 

学び合う組織と

なるために部署

の課題に取り組

む 

・リフレクション実施・学

び合い促進の取組み 

全 3 回 9/19 

11/21, 3/11 
1 

40 
プリセプタ

ー研修  

プリセプターに

求められる能力

を発揮して役割

を担う 

・振り返り（内省）の支援 

・教育する力の課題 

全 3回 6/2.3, 

6.9/17.24.30,

1/28,2/13.19 

66 

41 

シニアプリ

セプター研

修  

シニアプリセプ

ターに求められ

・振り返り（内省）の支援 

・教育する力の課題 

全 3 回 5/21 

.29.10/6.8, 

1/30.2/2 

22 



 
 

る能力を発揮し

て役割を担う 

42 

シニアナー

スエデュケ

ーター養成

研修Ⅰ  

副看護師長の

“学習支援（教

育）”に関する

知識やスキルを

ブラッシュアッ

プし、経験を活

かし根拠に基づ

いて現状に即し

た学習支援が展

開できること目

指す 

・成人学習、生涯学習・人

材育成のキホン・ラダー

と目標管理・面談の振返

り・ファシリテーション 

全４回 

7/10, 9/5 

12/４,1/29 

８ 

43 

 

シニアナー

スエデュケ

ーター養成

研修Ⅱ  

・SNE の役割 

・部署の課題への取り組

み 

・SNEとしての課題への取

り組み 

全 4回 

7/17.10/3.1/2

2.2/25 

4 

【採用時・復職時・既卒入職者・管理者・看護補助者・保育士】 

新

採

用

者 

新採用者研

修 

・社会人、本院

の看護職員とし

ての役割心構え

を理解する 

・医療人として

の規範を身につ

ける 

・当院の管理体

制を理解し他部

門・多職種の活

動を理解する 

・医療人の倫理、心構え・

医療安全管理・薬剤部業

務と医療安全・医療機器

の安全管理・放射線業務

管理・情報モラル・リテラ

シー・不正経理の防止、保

険診療・感染対策・接遇・

IPW・メンタルヘルス・看

護部組織 

4 日間 

4/1,2,3,4 
130 

採血合同研

修 

安全にシミュレ

ーターで静脈採

血ができる 

・採血手順の確認 

シミュレーター採血 
4/3 126 

採用者：輸

液の基本的

知識と手技

体験 

定められた手順

に従って、安全

かつ的確にシミ

ュレーターを用

いた輸液が実施

できる 

全 3回 

・知識編 Part1、2 

・技術編 輸液ポンプ、自

然滴下 

①4/8,9,10,12

②4/16,17,23,

24,26,5/1③5/

1,30,31 

129 

125 

127 

働くことと

学ぶことを

考えよう 

「自分で考えら

れる新人」に向

かって一歩を踏

み出すことがで

きる 

・当院理念と目標管理・看

護師の倫理 

・経験学習 

全 1回

4/11,18,25 
126 

中途採用入

職時研修 
新採用者入職時研修に準ずる 18 回開催 29 



 
 

復

職

者 

長期休業か

らの復帰時

研修 

当院では働くう

えで必要な基本

的な知識を得る 

医療法に基づく事項 

看護部組織に関する事項 
32 回開催 41 

既

卒 

既卒入職者

フォローア

ップ 

新たな職場に適

応して働き続け

ることができる 

・職場適応促進、自身の強

みと職場での活用につい

て 

全 3 回 4/8. 

11/11 3/17 
４ 

管

理

者 

新任副看護

師長研修 

副看護師長の職

務遂行のための

基盤つくり、職

務を果たすため

の基礎力を養う 

・副看護師長の役割と責

務、目標管理、ラダーにつ

いて 

・看護管理実践事例検討 

全 8回 5/29, 

6/26,7/24,9/2

5,10/30.11/27

/,12/25,.2/26 

5 

副看護師長

フォローア

ップ 

副看護師長とし

ての能力を最大

限に発揮し職務

を果たすため、

マネジメント能

力の向上を図る 

・部署目標達成のための

看護管理の取り組み・副

看護師長としての課題へ

の取り組み 

全 4回 

7/7.10/6.2/2. 

2/26 

7 

新任看護師

長研修 

新任看護師長

が、看護管理に

必要な基礎的な

知識・技術を学

び、看護師長の

役割、責務を認

識し、職務遂行

のための基盤を

作る。また、看

護師長として、

効果的な部署運

営のために必要

なマネジメント

能力を養う 

・病院、看護部組織と運

営・人事・労務管理・人材

育成・教育支援・看護の質

評価と病院経営・リスク

マネジメント・看護業務

管理・広報・看護師確保対

策・ビジョン、チームビル

ディング、人材育成 

全 8回 

4/24.5/14.22.

6/4.26.7/9.24

.8/6. 

5 

新任看護師

長研修  

応用編 

・部署管理における困り

ごとの整理と分析につい

て 

全 2回 

12/22．3/10 
４ 

看護師長研

修 

「2025 年度短期目標」の評価を通して、看護

部全体の状況を捉え、自部署ならびに委員会

活動の今後の取り組みに活かすことができ

る 

全 3回 

12/11,1/22,2/

5,19 

33 

補

助

者

・

保

看護補助者

技術研修 

看護手順に沿っ

て安全で安楽な

援助方法を学ぶ 

ベッド上でのおむつ交換

と体位の調整 

全 1回×16 

8 月～9月 
90 

看護補助者

研修 

チームの一員と

して看護補助者

看護補助者の役割、協働 

感染管理：PPE 手指消毒 

全 1回×6回 

1･19,2/5.3/6 
99 



 
 

育

士 

の持てる力を発

揮する 

医療保育士

研修 

チームの一員と

して医療保育士

の持てる力を発

揮する 

役割と業務 

感染予防対策 

全 1回 

3/25 
2 

 

  



 
 
看護師特定行為研修 

期間 2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 5 日 

受講者数 16 名 

院内受講者９名 院外受講者 7 名 

初回受講者 14 名 科目履修者２名 

共通科目受講者 14 名 

科目別受講者数 97 名（延べ人数） 

循環器関連 5 

循環動態に係る薬剤投与関連 5 

感染に係る薬剤投与関連 3 

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 10 

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 4 

精神及び神経症状に係る薬剤投与関連 0 

皮膚損傷に係る薬剤投与関連 1 

透析管理関連 0 

術後疼痛管理関連 3 

動脈血液ガス分析関連 8 

呼吸器（気道確保に係るもの）関連 6 

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 7 

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 4 

心囊ドレーン管理関連 1 

胸腔ドレーン管理関連 3 

腹腔ドレーン管理関連 1 

創部ドレーン管理関連 3 

創傷管理関連 6 

ろう孔管理関連 4 

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連 10 

栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連 3 

 

  



 
 
特定行為研修修了者フォローアップ研修 

第８回 PICC セミナー：日本医学シミュレーション学会認定コース 

日 時 2026 年 2月 8 日(日) 13:00～16:30 

場 所 千葉大学医学部附属病院 CCSC 

参加者 2022 年度～2024 年度の当研修機関の PICC 関連修了者 8 名 

目 的 知識・技術の維持・向上、修了者の情報交換の機会とする 

内容 講師・ 

ハンズオンセミナー   

エコー操作・エコー観察・穿刺  藏田能裕（食道・胃腸外科） 

大網毅彦（救急科） 

今枝太郎（救急科） 

ガイドワイヤー取り扱い 

困難症例検討 

院内特定看護師フォローアップセミナー 

日 時 2025 年 10 月 17 日（金）17時～17 時 30 分 

場 所  CCSC レクチャー室１ 

講 師 救急科 今枝太郎 

参加者 院内特定看護師 11 名（25 名中） CV 抜去修了者 7名（11 名中） 

目 的 中心静脈カテーテル管理（抜去）を安全に実施（または介助）するための知識・技術を再確

認する 

内 容  日本医療安全調査機構の動画視聴  

   講師によるレクチャー       確認テスト まとめ 

 

卒後教育（その他） 

・患者支援部勉強会 

日時：2025 年 8 月 18 日（月）16：30～17：10 

カンファレンスとは何か 

参加者：患者支援部 MSW および看護師 15 名 

場所：患者支援部会議室 

講師：臼井いづみ 

内容：講義とグループワーク 

  



 
 
4．試験業務 

 

web-based test (wbt)（医学部） 

学部教育（医学部）において、臨床実習、演習系科目を除く 25 科目（臨床病態治療学

Ⅰ・Ⅱや生化学などのユニット科目、臨床入門の一部である CC ベーシックなどを別に数

える場合には 45 科目等）の学生評価において wbt システムを活用した定期試験を実施し

た。また、6 年次の総合統一試験（2025/11/10（月）～11（火）、2 日間・400 問）、一部

の大学院医学薬学府設置科目も wbt システムを活用し、実施した。 

 

wbt 実施数 

    本試験数 
追・ 

再試験数 

1 年 専門基礎科目 3 2 

1 年 基礎医学系ユニット 5 4 

2 年 基礎医学系ユニット 12 9 

3 年 
基礎医学系ユニット 4 4 

臨床医学系ユニット 10 8 

4 年 
臨床医学系ユニット・CC ベーシック 10 6 

社会医学系ユニット 3 1 

修士 大学院医学薬学府設置科目 1 1 

  合 計 48 35 

※追試験・再試験を同時に実施する場合は 1 回と数える。ただし、複数科目の追試験・再

試験を同時に実施する場合および追試験の再試験を実施した場合はそれぞれ別に数える。 

 

共用試験（医学部） 

実施日 内容 対象 

2025/9/6（土） 臨床実習前 OSCE（本試験） 4 年次生 

2025/10/3（金） CBT（本試験） 4 年次生 

2025/11/1（土） 臨床実習後 OSCE（本試験） 6 年次生 

2025/11/14（金） CBT（追再試験） 4 年次生 

2025/12/5（金） 臨床実習後 OSCE（追再試験） 6 年次生 

 

研修医選抜試験（医学部附属病院） 

実施日 内容 受験者数 

2025/8/10 (日・祝) 選抜試験 1 期（面接試験） 91 名 

2025/8/15（金） 選抜試験 2 期（面接試験） 96 名 

2025/8/16（土） 選抜試験 3 期（面接試験） 92 名 

※応募後の辞退者を含む 



 
 
マッチング結果 

プログラム名 定員 中間 マッチ者 
２次 

採用 
辞退者等 

採用予定

者 

医

科 

大学病院スタート 

自由設計 
 15 8 15(3) ― 1(0) 14 (3) 

協力病院スタート 30 7 30(10) ― 0(0) 30(10) 

産婦人科 2 1 1(0) ― 0(0) 1(0) 

小児科 2 1 1(0) ― 0(0) 1(0) 
合 計 50 17 46(13) ― 1(0) 46(13) 

※ 2026 年度に卒後臨床研修を開始する研修医。（ ）内の数字は千葉大生の数。 

 

基本的臨床能力評価試験（研修医）（医学部附属病院） 

千葉大学医学部附属病院内で研修中の研修医のうち、希望者が、日本医療教育プログラ

ム推進機構（JAMEP）が実施する基本的臨床能力評価試験（GM-ITE）を受験した。 

 

実施日 内容 対象 

2026/1/28（水） 基本的臨床能力評価試験（GM-ITE） 研修医 

 

  



 
 
5．FD 実施 

 

医学教育リトリート（医学部） 

日時：2025 年 8 月 18 日(月) 13:00～17:00 

会場：医学系総合研究棟 第 2 講義室 

目的：千葉大学の理念、千葉大学医学部のミッション、医学教育分野別評価基準に照らし

合わせて千葉大学医学部の教育を検証し、改善に向けての方針を策定するとともに、その

ために必要な能力を修得する。 

時間  【内容】 【担当】 

13:00 5 分 開会の辞 三木隆司 

13:05 15 分 医学教育分野別評価（JACME）年次報告書説明 金田篤志 

13:20 
 

10 分 主旨説明、アイスブレーキング 伊藤彰一 

13:30 150 分 ワークショップ「生成 AI ネイティブ時代の医学教育

を考える ―学生と共に考える生成 AI との付き合い方

―」 
・プレナリーレクチャー（40 分） 
・ハンズオンセミナー（5分 オリエンテーション，

25 分 ハンズオン＋適宜休憩） 
・ワークショップ（80 分） 
☆生成 AI 時代の医学教育者の役割 
☆生成 AI の医学教育におけるガイドライン 

西内啓 
尾﨑尚人

他 
 

清水郁夫

他 

笠井大、

他 

16:00  休憩  

16:10 

 

 事業紹介 

①「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」 

②「質の高い臨床教育・研究の確保事業」 

 

鋪野紀好 

笠井大 

16:20  科目照会（グッドプラクティス） 
・科目「法医学」（15 分） 
・科目「臨床実習（救急科・集中治療部）」（15 分） 
質疑応答 

 

猪口剛 
今枝太郎 

17:00  終了、ポストアンケート、解散  



 
 

参加者一覧  

グループ 研究領域・診療科等 職名 参加者氏名 

1 

代謝生理学  教授 三木  隆司 

精神医学 准教授 新津 富央 

公衆衛生学 講師 
 

山﨑 慶子 

放射線科 助教 向井 宏樹 

学生 学生（5 年） 海老原 颯人 

医学教育研究室 特任助教 田島 寛之◎ 

2 グループ 2 は 13 と統合 
  

3 

認知行動生理学 教授 清水 栄司 

法医学 准教授 猪口 剛 

整形外科学 講師 中村 順一 

産科・婦人科 助教 齊藤 佳子 

医学教育研究室 特任講師 荒木 信之◎ 

4 

腫瘍病理学 教授 池原 譲 

イノベーション再生医学 准教授 髙山 直也 

内分泌代謝・血液・老年内科学 准教授 前澤 善朗 

呼吸器病態外科学 助教 田中 教久 

医学教育研究室 特任助教 田島 寛之◎ 

5 

脳神経外科学 助教 須田 泉 

感染病態学 准教授 齋藤 謙悟 

小児病態学 講師 中野 泰至 

薬理学 助教 平山 友里 

医学教育研究室 特任助教 木村 康彦◎ 

6 

皮膚科学 教授 猪爪 隆史 

病態病理学 准教授 岸本 充 

人工腎臓部（救急科・集中治療

部） 

講師 服部 憲幸 

腎臓内科学 助教 吉村 仁宏 

医学教育研究室 特任講師 荒木 信之◎ 

7 

感染制御部 教授 猪狩 英俊 

形成外科学 准教授 窪田 吉孝 

耳鼻咽喉・頭頸部外科 講師 飯沼 智久 

免疫細胞医学 特任研究員 本吉 究 

医学教育研究室 特任助教 小野寺 みさき◎ 



 
 

 

8 

 

 

薬理学 教授 安西 尚彦 

病原細菌制御学 准教授 清水 健 

循環器内科学 診療准教授 高岡 浩之 

皮膚科学 講師 外川 八英 

次世代災害治療学研究部門 特任助教 荻野 智大 

医学教育研究室 特任助教 小野寺 みさき◎ 

9 

 

機能形態学 教授 山口 淳 

環境労働衛生学 教授 諏訪園 靖 

泌尿器科学 准教授 坂本 信一 

臓器制御外科学 講師 高野 重紹 

分子腫瘍学 助教 福世 真樹 

医学教育研究室 特任教授 鋪野 紀好◎ 

10 

 

アレルギー・臨床免疫学 教授 中島 裕史 

内分泌代謝・血液・老年内科学 准教授 堺田 惠美子 

感染生体防御学 准教授 彦坂 健児 

先端データ医科学 講師 岩瀬 克郎 

疾患システム医学 講師 中西 未央 

医学教育研究室 特任教授 鋪野 紀好◎ 

11 

実験免疫学 教授 木村 元子 

和漢診療学 准教授 平崎 能郎 

消化器内科学 特任助教 金子 達哉 

環境生命医学 助教 成田 都 

医学教育研究室 講師 笠井 大◎ 

12 

免疫発生学 教授 平原 潔 

薬理学 准教授 橋本 弘史 

口腔科学 講師 中嶋 大 

小児外科学 講師  光永 哲也 

医学教育研究室 特任教授 清水 郁夫◎ 

13 

環境生命医学 准教授 鈴木 崇根 

先端応用外科学 講師 栃木 透 

細胞分子医学 講師 大日向 康秀 

環境労働衛生学 准教授 能川 和浩 

分子病態解析学 助教 横山 真隆 

医学教育研究室 特任助教 尾崎 尚人◎ 



 
 

 人工知能（AI）医学 教授 川上 英良 

総括 医学教育研究室 教授 伊藤 彰一 

                             ◎：タスクフォース 



 
 

FD 一覧（医学部授業関連等） 

 

テーマ 実施日時 
実施

場所 

実施形態  

(講演、研

修、 

ワークショ

ップ等) 

目的・目標・

実施内容 
講師 対象者 

参加 

人数 

導入 PBL テュートリア

ル説明会 

6/13（金）14：

15-15：45、

6/16（月）14：

00-15：30、

6/17（火）13：

00-14：30 

医学系

総合研

究棟 

セミナ

ー室

１、2 

講演 
テューターガイ

ド、評価方法 
伊藤 

臨床テュ

ートリアル

テューター 

12 

医学教育リトリート 

2025/8/18

（月）13：00-

17：00 

医学系

総合研

究棟 

講演、ワー

クショップ 

医学教育分野別

評価、授業実

践、地域臨床教

育、学修者評

価、教育改善 

医学教育

研究室員 

医学部教

員、学部学

務委員会

委員等 

67 

地域のための指導医

講習会 in 千葉 

7/6（日）、

7/13（日） 

医学系

総合研

究棟 

講演、ワー

クショップ 

臨床研修全般

（目標、教育法・

指導法、評価

法、ストレス対応

など） 

伊藤、鋪

野、笠井、

荒木、清

水、田島、

尾﨑、曽我

井、山田、

青木、村

山、杉田、

横尾 

臨床研修

に関わる

指導医 

30 

千葉県臨床研修指導

医養成講習会 

11/15(土)、

11/16(日) 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

講演、ワー

クショップ 

臨床研修全般

（目標、教育法・

指導法、評価

法、ストレス対応

など） 

伊藤、笠

井、他 

臨床研修

に関わる

指導医 

24 

千葉大学卒後臨床研

修指導医養成ワーク

ショップ 

2/21(土)、

2/22(日) 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

講演、ワー

クショップ 

臨床研修全般

（目標、教育法・

指導法、評価

伊藤、笠

井、他 

千葉大学

医学部附

属病院卒

後臨床研

37 



 
 

法、ストレス対応

など） 

修プログラ

ム指導医 

臨床テュートリアル説

明会（精神神経ユニッ

ト、女性生殖/成長発

達ユニット） 

4/7（月），

5/20（火） 

会議室

2・オン

ライン 

講演 

テューターガイ

ド、評価方法、概

念マップ  

猪爪、近

藤、笠井、

伊藤 

臨床テュ

ートリアル

テューター 

32 

臨床テュートリアル説

明会（呼吸器／循環

器ユニット，消化器ユ

ニット，内分泌／血液

／アレ膠ユニット） 

9/16

（火）,10/21

（火）,11/18

（火） 

オンラ

イン 
講演 

テューターガイ

ド、評価方法、概

念マップ  

猪爪、近

藤、笠井、

伊藤 

臨床テュ

ートリアル

テューター 

48 

アテンディング FD 
4 月 10 日(木)  

16:00-17:15 

病院セ

ミナー

室３ 

研修 

アテンディング

FD のオリエンテ

ーション 

 アテンディング

に必要な資質，

能力の紹介 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

20 

アテンディング FD 
5 月 8 日(木)  

16:00-17:15 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

研修 

アテンディングの

日々の教育活動

に関するミニレク

チャー，グルー

プディスカッショ

ン 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

15 

アテンディング FD 
6 月 12 日(木)  

16:00-17:15 

病院セ

ミナー

室２ 

研修 

アテンディングの

日々の教育活動

に関するミニレク

チャー，グルー

プディスカッショ

ン，問題行動へ

のフィードバック 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

17 

アテンディング FD 
7 月 10 日(木)  

16:00-17:15 

病院セ

ミナー

室３ 

研修 

教育研修管理チ

ーム会議との合

同開催で、「生成

AI の院内業務へ

の取り入れ方」を

テーマに、院内

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

19 



 
 

の活用事例、当

院の現行のルー

ル共有を行っ

た。生成 AI につ

いて理解が深ま

り活用推進に寄

与した。 

アテンディング FD 
9 月 11 日(木)  

16:00-17:15 

病院セ

ミナー

室３ 

研修 

大学・地域病院

アテンディングの

合同企画として、

地域臨床実習前

に大学病院にお

ける臨床実習と

地域臨床実習の

内容を共有し、

双方の経験を活

かした実習プロ

グラムについて

議論を行った。 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

15 

アテンディング FD 
10 月 9 日(木)  

16:00-17:15 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

研修 
リソースマネジメ

ント 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

6 

アテンディング FD 

11 月 13 日

(木)  

16:00-17:15 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

研修 

学生の医行為指

導を促進するた

めに、4 種類の

医行為について

初心者が誤りや

すい点を抽出

し、その指導法

について策定し

た。効果的･効率

的な医行為指導

を行えるようにな

った。 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

17 



 
 

アテンディング FD 

12 月 11 日

(木)  

16:00-17:15 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

研修 

宮地純一郎先生

（名大）をお招き

し、日々の臨床

経験から質的研

究を行い、論文

化するまでの過

程について講演

を聴講し、質疑

応答を行った。

質的研究の実施

過程について理

解が深まった。 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

16 

アテンディング FD 
1 月 8 日(木)  

16:00-17:15 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

研修 

大学・地域病院

アテンディングの

合同企画として、

地域臨床実習に

て臨床実習Ⅰが

役立ったことの振

り返りと、地域臨

床実習の経験を

臨床実習Ⅱにど

う活かすかのディ

スカッションを行

った。 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

20 

アテンディング FD 
2 月 12 日(木)  

16:00-17:15 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

研修 

教育におけるグ

ループワークの

有効性やその効

果促進のこつに

ついて意見集約

し、情報提供を

行った。小集団

の学生を取扱い

教育的成果を上

げるための指導

医の役割につい

て理解した。 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

16 



 
 

アテンディング FD 
3 月 12 日(木)  

16:00-17:15 

病院教

育研修

棟・

CCSC 

研修 

今年度の教育活

動に関する総

括，グループディ

スカッション 

1 年間の FD 活

動を振り返り、教

育実践への変化

や学びを共有し

た。施設間の連

携が教育の質向

上に寄与すること

が再確認され、

次年度への意欲

が高まった。 

アテンディ

ング 

アテンディ

ング（教育

専任教員） 

17 

FD 臨床入門・コミュ

ニケーションⅢ 

5 月 13 日

（火），20 日

(火)，27 日

（火）の 13：

00-13:30 

第一講

義室 
研修 

医療面接のフィ

ードバック 
笠井 

臨床入門

協力医師  
24 

FD 医師見習い体験

学習指導医 

11 月下旬～ 

オンデマンド 

Zoom，

オンデ

マンド 

研修 

医師見習い体験

学習の指導医の

役割 

笠井 

大学病院

医師、学外

関連施設

医師  

75 

臨床実習前 OSCE 評

価者養成講習会(医

療面接) 

8 月 5 日 
医学部

講義室 
研修 

OSCE 医療面接

評価方法 
笠井 

医療面接

ステーショ

ン担当医

師 

5 

FD メンター制度 

①2025/10/21

（火） 

 16：00-17：00 

 

②2025/10/30

（木） 

 16：00-17：00 

 

③2025/10/31

①医学

系総合

研究棟

グルー

プ学習

室 1

（304） 

 ②医

学系総

研修 

メンター制度に

ついて全般（目

標・効果・方法

等） 

伊藤、小野

寺、荒木、

塚本、尾﨑 

メンター候

補となる医

学部・附属

病院在籍

の講師・准

教授・教授 

20 



 
 

（金） 

 16：30-17：30 

  

合研究

棟グル

ープ学

習室 1

（304） 

 ③医

学系総

合研究

棟グル

ープ学

習室 1

（304） 

 

総合統一試験 FD 

2025 年 7 月

25 日（金）～ 

8 月 15 日

（金）  

期間内の任意

の日程 

オンデ

マンド

配信 

研修 
総合統一試験の

問題作成 
小野寺 

総合統一

試験 業務

担当教員 

38 

 

FD 一覧（医学部地域医療教育 FD） 

 

テーマ 実施日時 
実施場

所 

実施形

態  

(講演、研

修、 

ワークショ

ップ等) 

目的・目標・

実施内容 
講師 対象者 

参加 

人数 

地域医療教育 FD 
2025/4/10 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟  

セミナー

室１ 

研修 

地域病院アテン

ディングの資質・

能力  

「地域医療の現

場から」企画会

議 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 



 
 

地域医療教育 FD 
2025/4/17 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域と国際 

 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 

地域医療教育 FD 
2025/4/24 

15:00-17:00 

オンライ

ン 

 

研修 

研究倫理につい

て 

医学教育的研

究について 

 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

 

16 

 

地域医療教育 FD 
2025/5/1 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域病院アテン

ディングの資質・

能力 

「地域医療の現

場から」企画会

議 

地域臨床実習ほ

か実践準備 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

16 

地域医療教育 FD 
2025/5/8 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟  

セミナー

室１ 

研修 
バックワード・デ

ザイン 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

32 

地域医療教育 FD 
2024/5/22 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域臨床実習ほ

か実践準備 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

14 

地域医療教育 FD 
2025/6/5 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

学修方略・教育

技法 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

15 

地域医療教育 FD 
2025/6/12 

15：00-17：00 

医学系

総合研

究棟  

セミナー

室１ 

研修 
学修方略・教育

技法 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

16 

地域医療教育 FD 
2025/6/19 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 

地域臨床実習ほ

か実践準備 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

13 



 
 

地域医療教育 FD 
2025/7/10 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟  

セミナー

室１ 

研修 学修者評価 
地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 

地域医療教育 FD 
20257/17 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 

メンタリングにつ

いて 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

14 

地域医療教育 FD 

2025/7/31 

 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

クリニカル IPE

について 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

13 

地域医療教育 FD 
2025/8/21 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

医学教育学会

報告 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

13 

地域医療教育 FD 
2025/8/28 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域臨床実習ほ

か実践準備 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

14 

地域医療教育 FD 
2025/9/4 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域臨床実習ほ

か実践準備 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

14 

地域医療教育 FD 
2025/9/11 

16:30-18:30 

医学系

総合研

究棟 

セミナー

室 1 

 

研修 
フィードバックの

実践 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

17 

地域医療教育 FD 

 

2025/9/18 

 

オンライ

ン 

 

研修 

 

地域臨床実習ほ

か実践準備 

地域医療

教育学 

 

地域病院

アテンディ

ング 

 

14 

地域医療教育 FD 
2025/9/25 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

Difficult 

Learner の対応 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

16 

地域医療教育 FD 
2025/10/2 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域臨床実習ほ

か実践準備 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

15 



 
 

地域医療教育 FD 
2025/10/9 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟 

セミナ

ー室１ 

研修 

地域臨床実習・

中間振り返り 

アンプロフェッシ

ョナル行動 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 

地域医療教育 FD 
2025/10/16 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 医学教育の潮流 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

14 

地域医療教育 FD 
2025/10/30 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

シミュレーション

教育 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

15 

地域医療教育 FD 
2025/11/6 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

シミュレーション

教育実践 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

15 

地域医療教育 FD 
2025/11/13 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟  

セミナー

室１ 

研修 

IPE の理論と実

践（10 月 11 月

で日程調整） 

医療現場の

D&I（IPE と調

整） 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 

地域医療教育 FD 
2025/11/20 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 

IPE の理論と実

践（10 月 11 月

で日程調整） 

医療現場の

D&I（IPE と調

整） 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

15 

地域医療教育 FD 
2025/11/27 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

シミュレーション

教育実践（学生

募集？調整） 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

11 

地域医療教育 FD 
2025/12/4 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

第 58 回日本医

学教育学会 

演題発表への意

見交換 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

16 

地域医療教育 FD 
2025/12/11 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟  

研修 

地域臨床実習

（５年次）の IR

結果報告 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 



 
 

セミナー

室１ 

ちば地域医療教

育コンソーシア

ムの意見交換 

地域医療教育 FD 
2025/12/18 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 

第 58 回日本医

学教育学会 

演題発表への意

見交換 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

13 

地域医療教育 FD 
2025/12/25 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域臨床実習

（臨床実習Ⅰ） 

学生アンケート

結果共有 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

17 

地域医療教育 FD 
2026/1/8 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟  

セミナー

室１ 

研修 

地域臨床実習

（臨床実習Ⅰ） 

次年度に向けて

の教育計画立案 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 

地域医療教育 FD 
2026/1/15 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 

シミュレーション

学修 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

12 

地域医療教育 FD 
2026/1/22 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域志向型シミ

ュレーション学

修 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

16 

地域医療教育 FD 
2026/1/29 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

オンデマンドコン

テンツの公開 

第 57 回日本医

学教育学会 

演題発表への意

見交換 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

12 

地域医療教育 FD 
2026/2/5 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域診断に関す

る調査研究報告 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

12 

地域医療教育 FD 
2026/2/12 

15:00-17:00 

医学系

総合研

究棟  

セミナー

室１ 

研修 

地域医療教育

学 FD の計画 

グローバル地域

ケア

GRIP+IPE 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 



 
 

地域医療教育 FD 
2026/2/19 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 

第 57 回日本医

学教育学会 

演題発表への意

見交換 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

12 

地域医療教育 FD 
2026/2/26 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

地域臨床実習に

向けたグッドプラ

クティス集の作

成 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

15 

地域医療教育 FD 
2026/3/5 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

次年度活動に向

けての計画 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

12 

地域医療教育 FD 
2026/3/12 

15:00-17:00 

対面 

（附属病

院 3 階

セミナー

室 1） 

研修 

年間活動振り返

り 

地域臨床実習に

向けたグッドプラ

クティス集の作

成 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

13 

地域医療教育 FD 
2026/3/19 

16:30-18:30 

オンライ

ン 
研修 

年間活動振り返

り 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

12 

地域医療教育 FD 
2026/3/26 

15:00-17:00 

オンライ

ン 
研修 

年間活動振り返

り 

地域医療

教育学 

地域病院

アテンディ

ング 

18 



 
 
FD 一覧（附属病院看護部） 

看護部学習支援委員会 看護師長 4 名、副看護師長 12 名 

開催日 内容 

20254/10 14:00～15:00 看護部ビジョン・看護部と委員会の所管事項確認   

2025/5/7  14:00～15:00 活動計画立案    

2025/6/4  14:00～15:00 看護補助者技術研修検討    

2025/7/2  14:00～15:00 ラダーマニュアル改訂  

ー2025/9/3 14:00～15:00 実習オリエンテーション、実習情報シート検討   

202510/１ 14:00～15:00 院内看護研究・活動報告会運営確認  

2025/11/5  14:00～15:00 看護補助者能力指標検討 、 

2025/12/3 14:00～15:00 看護補助者能力指標検討  

20261/8 14:00～15:00 看護研究活動報告会振り返り 

2026/2/5  14:00～15:00 活動評価  

2026/2/26 14:00～15:00 活動評価 次年度課題確認 

 

臨床研修指導医講習会 

地域のための指導医講習会 in 千葉（第 4 回） 

開催日及び開催地 

  

開催日：2025 年 7月 6日（日）、2025 年 7 月 13 日（日） 

開催地：千葉市中央区亥鼻 1-8-1 千葉大学医学部医学系総合研究棟 

  

講習会実施担当者 

(1) 主催責任者 千葉大学大学院医学研究院 医学教育学 教授 伊藤 彰一 

(2) 企画責任者 千葉大学大学地域医療教育学講座 特任教授 鋪野 紀好 

(3) 世話人 千葉大学大学院医学研究院 医学教育学 講師 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任教授 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任講師 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任助教 

千葉大学大学院医学研究院医学教育学 特任教授 

千葉大学大学院医学研究院医学教育学 特任助教 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任助教 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任助教 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任助教 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任助教 

千葉大学大学院医学研究院地域医療教育学講座 特任助教 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 医歯学教育開発センター 

センター長・教授 

笠井 大 

鋪野 紀好  

荒木 信之 

尾崎 尚人 

清水 郁夫 

田島 寛之 

村山 愛 

杉田 昌昭 

青木 信也 

曽我井 大地 

山田 悟史 

横尾 英孝 

 

 

 



 
 
千葉県臨床研修指導医養成講習会（第 20 回） 

開催日及び開催地 

 

開催日：2025 年 11 月 15 日（土）、11 月 16 日（日）開催地：千葉市中央区亥鼻 1-
8-1 クリニカルスキルズセンター スキルトレーニング室(千葉県医師キャリアアッ

プ・就職支援センター) 
 

講習会実施担当者 

(1) 主催責任者 千葉大医学部附属病院 総合医療教育研修センター教授 

センター長 

千葉大学大学院医学研究院 医学教育学 教授 

伊藤 彰一 

(2) 企画責任者 千葉大学大学院医学研究院 医学教育学 講師※ 笠井 大 

(3) 世話人 千葉大学大学院医学研究院 医学教育学 特任教授※ 

千葉大学医学部附属病院 循環器内科 特任助教※ 

千葉大学大学院医学研究院 医学教育学 特任助教※ 

千葉大学大学院医学研究院 地域医療教育学 特任助教 

千葉大学医学部附属病院 食道・胃腸外科 特任助教※ 

☆２日目 

千葉大学大学院医学研究院 地域医療教育学 特任教授※     

千葉大学医学部附属病院 総合診療科 特任講師※           

東千葉メディカルセンター 消化器内科 副部長 

千葉大学医学部附属病院 呼吸器外科 特任助教※            

千葉大学医学部附属病院 感染制御部・感染症内科 特任助教

※ 

   

清水 郁夫 

江口 紀子 

田島 寛之 

尾﨑 尚人 

山口 有輝子 

 

鋪野 紀好 

塚本 知子 

亀崎 秀宏 

松井 由紀子 

吉川    寛 

 

(4)講師 千葉県健康福祉部 医療整備課医師確保・地域医療推進室長 里見 季彦 

※は総合医療教育研修センター兼任 

 

千葉大学卒後臨床研修指導医養成ワークショップ（第 24 回） 

開催日及び開催地 

(1) 開催日：2026 年 2 月 21 日（土）、2026 年 2 月 122 日（日） 

(2) 
 

開催地：千葉市中央区亥鼻 1-8-1 千葉大学医学部附属病院 クリニカルスキルズセン

ター スキルトレーニング室  
 

講習会実施担当者 

(1) 講習会主催責任者 総合医療教育研修センター 教授（センター長） 伊藤 彰一 

(2) 講習会企画責任者 総合医療教育研修センター 講師 笠井 大 

(3) 講習会世話人 総合医療教育研修センター 教授（センター長） 

     〃       特任教授 

〃       講師 

〃       特任講師   

     〃       特任助教 

     〃       特任助教 

伊藤 彰一 

 

清水 郁夫 

笠井 大 

荒木 信之 



 
 

千葉大学大学院医学研究院 特任助教  栗原 俊二郎 

寺本 直弥 

尾﨑 尚人 

(4)講師 総合医療教育研修センター 特任助教 木村 康彦 

 

FD 実施（その他） 

実施日時 実施場所 内容 講師 

2024/9/22 医療の質・安全学会 

医療安全管理者養成

研修 

医療安全のための研修の企画･運

営･評価 

清水 郁夫 

2024/11/21 信州大学衛生管理

者・安全管理者研修 

リスクマネジメントと効果的な安

全教育の進め方 

清水 郁夫 

2024/12/1 岡山大学卒後臨床研

修指導医講習会 

医療安全におけるコミュニケーシ

ョン（コミュニケーションによる

事故予防と経験からの成長） 

清水 郁夫 

2025/2/7 セミナー室２ 医療プロフェッショナリズム演習

(ナラティブ・メディスン)の見

学・意見交換 

 

桐山 加奈子 

宮田 靖志 

 

 

 

 

 

  



 
 
6．教育管理 

 

委員会活動・兼務 

医学部／大学院医学研究院 

医学教育研究室の教員は、所定の委員会に適宜オブザーバー参加して活動をサポートし

ている。括弧内は委員長（部会長）および医学教育研究室からの委員を示す。 

 医学部・大学院医学研究院執行部会（副学部長（入試・教育担当）：伊藤彰一） 

 自己点検・評価委員会（委員：伊藤彰一） 

 医学教育委員会（委員：伊藤彰一） 

 学部学務委員会（委員長：伊藤彰一） 

 基礎／普遍カリキュラム部会（委員：伊藤彰一） 

 臨床カリキュラム部会（委員：伊藤彰一） 

 学部入試委員会（委員：伊藤彰一） 

 修学資金制度委員会（委員長：伊藤彰一） 

 倫理教育委員会（委員：伊藤彰一） 

 企画戦略委員会（委員：伊藤彰一） 

 医学系総合研究棟（治療学研究棟）計画委員会（委員：伊藤彰一） 

 千葉大みらい医療基金運営委員会（委員：伊藤彰一） 

 東金九十九里地域医療センターの支援に係る検討ＷＧ（座長：伊藤彰一） 

 千葉医学会（評議員：伊藤彰一、笠井大） 

 ゐのはな同窓会（理事：伊藤彰一） 

 

医学部附属病院 

総合医療教育研修センターの教員は、所定の委員会に適宜オブザーバー参加して活動を

サポートしている。括弧内は委員長および総合医療教育研修センターからの委員を示す

（アテンディングを除く）。 

 医学部附属病院執行部会（病院長補佐（教育担当）：伊藤彰一） 

 医学部附属病院運営会議（委員：伊藤彰一） 

 医学部附属病院実務者会議（委員：笠井大） 

 医師臨床研修管理委員会（委員長：伊藤彰一 委員：笠井大、清水郁夫、田島寛之、

木村康彦） 

 卒後臨床研修カリキュラム専門委員会（委員長：伊藤彰一 委員：笠井大、木村康

彦） 

 看護師特定行為研修管理委員会（委員長：伊藤彰一 委員：酒井郁子、笠井大、藤澤

陽子、新井加代子、山﨑友宏、 

 看護師特定行為等管理委員会（委員：伊藤彰一、酒井郁子、清水郁夫） 

 活動推進部会（委員：伊藤彰一、藤澤陽子） 

 手順書等審査部会（委員長：清水郁夫 委員：伊藤彰一、新井加代子） 

 実装評価部会（委員長：酒井郁子 委員：山﨑友宏） 

 コミュニケーション戦略会議（委員：笠井大） 



 
 
 医師キャリア支援センター会議（委員：笠井大） 

 災害予防委員会（委員：笠井大） 

 将来計画・再開発検討委員会（委員：笠井大） 

 包括的せん妄ケアチーム （チーム長：酒井郁子） 

 東金九十九里地域臨床教育センター（センター長：伊藤彰一 副センター長：笠井大） 

 医療の質・安全管理委員会（委員：清水郁夫）  

 事例検討委員会（委員：清水郁夫） 

 感染制御マネージャー（ICM）リンク会議（委員：田島寛之） 

 

千葉大学（医学部、医学部附属病院以外） 

 千葉大学 将来構想検討 WG（委員：伊藤彰一） 

 看護学研究科附属専門職連携教育研究センター（センター長：酒井郁子 運営委員：

笠井大、伊藤彰一、臼井いづみ） 

 イノベーション教育推進専門委員会（委員：伊藤彰一） 

 FD 推進専門委員会（委員長：伊藤彰一） 

 国際教育センター運営会議（委員：伊藤彰一） 

 国際教育センター派遣推進部会（副部会長：伊藤彰一） 

 アカデミック・リンク・センター（兼務教員：伊藤彰一） 

 亥鼻地区 ENGINE 推進ワーキンググループ（委員長：伊藤彰一 委員：塚本知子） 

 亥鼻地区事業場代議員（医学研究院・特定雇用：小野寺みさき） 

 ソフトウェア・ライセンス専門部会（委員：小野寺みさき） 

 千葉大学 国際未来教育基幹キャビネット スマートラーニングセンター運営会議 

（委員:小野寺みさき） 

 千葉大学情報危機対策チーム（C-CSirt）（医学研究院・医学部部局メンバー:小野寺みさき） 

 グローバル・キャンパス推進機関会議（委員：酒井郁子） 

 看護学研究院執行部会（副研究院長：酒井郁子） 

 看護学研究院大学院教務委員会（委員：酒井郁子） 

 看護実践学コース検討部会（委員長：酒井郁子） 

 看護学研究院国際活動委員会（委員：酒井郁子） 

 看護学研究院学術推進企画委員会（委員：酒井郁子） 

 看護学研究院点検評価委員会（委員：酒井郁子） 

 看護学研究院長期計画委員会（委員：酒井郁子） 

 専門職連携教育研究センター将来構想委員会（委員長：酒井郁子 委員：伊藤彰一） 

 

千葉大学以外 

 文部科学省 

 高等教育局医学教育課（技術参与：尾﨑尚人） 

 厚生労働省 

 医道審議会（専門委員：酒井郁子） 

 医師国家試験改善検討部会（委員：伊藤彰一） 



 
 

 医政局看護課 特定行為研修の組織定着化支援事業推進に係るワークショップ等

開催事業実施団体の公募に係る評価委員会（委員：伊藤彰一） 

 NPO 法人千葉医師研修支援ネットワーク（常務理事：伊藤彰一） 

 NPO 法人千葉県キャリアアップ就職支援センター（センター長：伊藤彰一） 

 千葉県健康福祉部医療整備課   

 千葉県臨床研修審査専門員（清水郁夫） 

 医師のキャリア形成に係るワーキンググループ（委員：伊藤彰一） 

 千葉県医師キャリアサポーター（メンバー：鋪野紀好） 

 医療系大学間共用試験実施評価機構 

 医学生共用試験 OSCE 関連委員会 

 OSCE 推進会議（委員長：伊藤彰一） 

 OSCE のあり方検討 WG（副委員長：鋪野紀好 委員：伊藤彰一） 

 到達基準検討委員会（委員長：伊藤彰一 委員：清水郁夫） 

 実施管理委員会（委員長：伊藤彰一 副委員長：鋪野紀好） 

 認定評価者小委員会（委員：伊藤彰一） 

 認定標準模擬患者小委員会（副委員長：山内かづ代） 

 事後評価解析委員会（副委員長：伊藤彰一） 

 学修・評価項目検討委員会（委員：伊藤彰一） 

 医学生共用試験 CBT 関連委員会 

 CBT 推進会議（委員：伊藤彰一） 

 将来企画調整委員会（委員：伊藤彰一） 

 試験信頼性妥当性検討委員会（委員：伊藤彰一） 

 AI 活用検討 WG（委員：伊藤彰一） 

 合理的配慮支援委員会（委員：清水郁夫）  

 日本専門医機構 

 総合診療専門研修 広報部会（委員：鋪野紀好） 

 日本医療教育プログラム推進機構 

 基本的臨床能力評価試験 実行委員会（委員：鋪野紀好） 

 

ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業 

 千葉地域医療教育統括会議（委員：伊藤彰一） 

 千葉地域医療教育推進委員会（委員長：伊藤彰一 委員：鋪野紀好、清水郁夫、荒木

信之） 

 千葉地域医療教育評価委員会（委員：田島寛之） 

 
質の高い臨床教育・研究の確保事業 

 臨床教育研究統括会議（委員：伊藤彰一） 

 臨床教育研究推進委員会（副委員長：伊藤彰一 委員：笠井大、吉田幸恵、鋪野紀

好、荒木信之） 

 臨床教育研究評価委員会（委員：清水郁夫、田島寛之） 



 
 
 

模擬患者養成・管理 

 

千葉大学いのはな SP 会（日本語模擬患者） 

2025 年度末時点で計 29 名の模擬患者がいのはな SP 会に所属。火曜日午後に定例でミ

ーティングを行っている。2025 年度は以下の授業・試験に参加した。 

 

担当教員：笠井 大、田島 寛之 担当職員：根岸 智子 

種別 名称 対象学部 対象年次 

授業 臨床入門・コミュニケーションⅡ 医学部 3 年次生 

授業 臨床入門・コミュニケーションⅢ 医学部 4 年次生 

授業 IPE Step 4 医・薬・看護学部 4 年次生 

試験 臨床実習前 OSCE 医学部 4 年次生 

試験 臨床実習前 OSCE 看護学部 3 年次生 

試験 臨床実習後 OSCE 医学部 6 年次生 

試験 臨床実習後 OSCE，追試 医学部 6 年次生 

 

英語模擬患者 

2025 年度末時点で計 16 名の英語模擬患者が協力者として登録されている。2025 年度

は以下の授業・試験に参加した。 

 

担当教員：塚本知子、Nusrat Fatema 担当職員：松本 徹  

 

  

種別 名称 対象学部 対象年次 

授業 医学英語 I・II（EMP I・II） 医学部 1・2 年次生 

試験 医学英語 I・ II・III （EMP I・II・III） 医学部 1・2・3 年次生 

授業 医学英語アドバンスト(AME） 医学部 4～5 年次生 



 
 
7．国際交流 

派遣実績（医学部） 

協定校（非協定校含む） 所在国 派遣（人） 派遣学年 内容 

イリノイ大学 

シカゴ校 

アメリカ 5 5 年次(5) 臨床実習留学 

トーマスジェファーソン

大学 

アメリカ 1 5 年次 臨床実習留学 

トロント大学 カナダ 4 5 年次 臨床実習留学 

インジェ大学 韓国 3 5 年次 臨床実習留学 

南洋理工大学 シンガポー

ル 

1 5 年次 臨床実習留学 

カリフォルニア大学アー

バイン校 

アメリカ 3 5 年次 臨床見学実習 

デュッセルドルフ 

大学 

ドイツ 2 5 年次 臨床実習留学 

東フィンランド大学 フィンラン

ド 

3 5 年次 臨床実習留学 

コートダジュール大学 フランス 2 5 年次 臨床実習留学 

マヒドン大学 タイ 1 5 年次 臨床実習留学 

ホーチミン医学薬学大学 ベトナム １ 5 年次 臨床実習留学 

ハワイ大学 アメリカ 8 6 年次(1), 

5 年次(7) 

シミュレーション

研修プログラム 

レスター大学 英国 2 5 年次 GRIP プログラム 

リオグランデドスール連

邦大学 

ブラジル 1 5 年次 ブラジル南部巡回

診療プログラム 

IFMSA（非協定校） ドイツ 1   

 

  



 
 
受入実績（医学部） 

協定校 所在国 受け入れ

（人） 

受け入れ学年 内容 

インジェ大学 韓国 2  臨床実習留学 

マヒドン大学 タイ 2  臨床実習留学 

国立台湾大学 台湾 2  臨床実習留学 

台北医学大学 台湾 2  臨床実習留学 

南洋理工大学 シンガポール 2  臨床実習留学 

コートダジュール大学 フランス 3  臨床実習留学 

デュッセルドルフ大学 ドイツ 1  臨床実習留学 

ライプツィヒ大学 ドイツ 1  臨床実習留学 

シャリテ医科大学 ドイツ 1  臨床実習留学 

ハサヌディン大学 インドネシア 5  臨床実習留学 

レスター大学 英国 2  臨床実習

(GRIP) 

IFMSA(非協定校） チェコ 1   

 

受入実績（附属病院看護部） 

見学日 テーマ 見学者 内容 

7 月 15 日 日本における高度急性期

病院の役割機能と看護に

ついて 

香港大学、台北医科大学 

5 名   

病院案内 看護部紹

介、見学（ヘリポート、

ICU,手術部、ER,ひが

し棟 10 階、患者支援

部、実習中の学生と交

流 

  

11 月 5 日 日本における高度急性期

病院の役割機能と看護職

の活動  

 ガジャマダ大学 大学

院生 15 名  

病院案内、看護部紹

介、施設見学  

 

海外視察と留学協定締結交渉（医学部・看護学部・IPERC 等） 

＜訪問＞  

期間  内容  訪問先（国）  訪問者  

2025/5/21-5/23  

 

①インジェ千葉合同医学

教育セミナー②留学プロ

グラム意見交換 

インジェ大学

（韓国） 

伊藤彰一、田邊政裕、

清水郁夫、塚本知子 

2026/2/17―2/21 ①臨床実習留学の視察②

留学プログラム意見交換 

コートダジュ

ール大学（フ

ランス） 

塚本知子 



 
 

2026/3/3―3/8 ①臨床実習留学の視察②

留学プログラム意見交換 

シャリテ医科

大学（ドイ

ル） 

伊藤彰一、尾崎尚人、

塚本知子 

 

＜来校＞  

期間 内容 大学（国） 訪問者 

2026/1/14 ①意見交換 韓国医科大学

協会学（韓

国） 

Bo Young Yoon,他 2 名 

2025/7/21 ①留学プログラム説明会

（オンライン) 

ハワイ大学

（アメリカ) 

Benjamin W Berg,  

2026/3/10 ①留学プログラム説明会 

②意見交換 

リオグランデ

ドスール大学 

（ブラジル） 

森口エミリオ秀幸 

2025/3/9-10 ①GRIP 国際フォーラム

（亥鼻記念講堂） 

②大学病院視察 

フリーステイ

ト大学（南ア

フリカ） 

Elizabeth Cornelia 

Janse van Vuurenr,  

Ronelle Jansen 

2025/3/9-10 ①GRIP 国際フォーラム

（亥鼻記念講堂） 

②大学病院視察 

カタール大学 

（カタール） 

Alla El-Awaisi, 

Sawsan Ibrahim 

Almukdad 

2025/3/9-10 ①GRIP 国際フォーラム

（亥鼻記念講堂） 

②大学病院視察 

ガジャマダ大

学（インドネ

シア） 

Uki Noviana, 

Sri Mulyani 

2025/3/9-10 ①GRIP 国際フォーラム

（亥鼻記念講堂） 

②大学病院視察 

ハノイ医科大

学（ベトナ

ム） 

Nguyen Thi Lan Anh, 

Truong Quang Trungh 

2025/3/9-10 ①GRIP 国際フォーラム

（亥鼻記念講堂） 

②大学病院視察 

レスター大学 

（イギリス） 

Maria Keerig, 

Samuel Adcock 

2025/3/9-10 ①GRIP 国際フォーラム

（亥鼻記念講堂） 

②大学病院視察 

シンビオシス

国際大学 

（インド） 

Lelith Daniel 

2025/5/8 ①GRIP サービスラーニン

グセミナー（医学部） 

レスター大学

（イギリス） 

バラシー・クマラベル

他 

 

  



 
 
千葉大学医学部国際プログラム留学者推移 

 



 
 
8．広報活動 

医学部／医学部附属病院（見学会） 

実施日 対象 内容 場所 担当 

2025/6/21 医学部後援会 医学系総合研

究棟見学 

医学系総合研究

棟（治療学研究

棟） 

小野寺 みさき 

2025/6/21 医学部後援会 講演「専門研

修」 

ゐのはな記念講

堂 

伊藤 彰一 

 

医学研究院／医学部／医学部附属病院（広報資料） 

 該当なし 

 

Web ちば臨床研修病院ナビ 

実施日 対象 内容 場所 担当 

2025/5/31 医学生 Web ちば臨床

研修病院ナビ

2025 夏 

オンライン 【千葉大学】 

笠井 大、田島 寛之、他 

 

【NPO 法人 千葉医師研修

支援ネットワーク】 

伊藤 彰一、鋪野 紀好、 

小野寺 みさき、木村 康

彦、他 

2026/3/7 

 

医学生 Web ちば臨床

研修病院ナビ

2026 春 

オンライン 【千葉大学】 

笠井 大、他 

 

【NPO 法人 千葉医師研修

支援ネットワーク】 

鋪野 紀好、木村 康彦、他 

 

千葉大学医学部附属病院看護部オープンホスピタル 

開催日 内容 参加者 

20258/1.7.15.20.27.29 

 9/4 ,  

病院・看護部紹介 新人看護師教育体制紹介 

部署見学・看護体験 看護師との交流会 

213 名 

2026/ 2 /13.19.25.  

2026/ 3 / 5.13.17.19 

192 名 

 

広報活動（その他） 

・鋪野紀好 NHK BS4K「総合診療医ドクターG NEXT」 

(3)「左胸が痛い」 

2025 年 3 月 30 日（日）11:30〜12:15 



 
 
 

9．学会活動 

日本医学教育学会 

 代議員：伊藤彰一、鋪野紀好、臼井いづみ 

 医学教育専門家委員会委員：伊藤彰一 

 日本医学教育学会 医学教育専門家拡大 WG 委員：伊藤彰一 

 臨床研修委員会委員：伊藤彰一 

 学術大会運営委員会副委員長：鋪野紀好 

 広報・情報基盤委員会委員：臼井いづみ 

 多職種連携教育委員会委員：臼井いづみ 

 日本保健医療福祉連携教育学会 

 副理事長：酒井郁子 

 国際委員会 委員長：酒井郁子 

 編集委員：笠井大 

 日本神経放射線学会 

 代議員：伊藤彰一 

 広報委員会委員：伊藤彰一 

 渉外委員会委員：伊藤彰一 

 法人化推進委員会委員：伊藤彰一 

 日本内科学会 

 内科医リカレント教育ワーキンググループ委員：鋪野紀好 

 日本病院総合診療医学会 

 評議員：鋪野紀好 

 病院総合診療専門医研修プログラムワーキンググループ委員：鋪野紀好 

 病院総合診療専門医試験委員会実行委員長：鋪野紀好 

 日本プライマリ・ケア連合学会 

 代議員：鋪野紀好、塚本知子 

 プライマリ・ケア教育委員会副委員長：鋪野紀好 

 多職種連携委員会委員：酒井郁子 

 ACP Japan Chapter（米国内科学会日本支部） 

 Physician’s Well-being Committee 委員長：鋪野紀好 

 千葉東洋医学シンポジウム 

 世話人：伊藤彰一 

 日本看護科学学会 

 理事長：酒井郁子 

 千葉看護学会 

 評議員：酒井郁子 

 評議員：臼井いづみ 

 若手研究者育成委員会委員：臼井いづみ 

 日本看護学教育学会 



 
 

 評議員：酒井郁子 

 看護系学会協議会 

 理事（高度実践看護師制度の推進担当）：酒井郁子 

 日本看護シミュレーションラーニング学会 

 理事：臼井いづみ 

 研修企画委員会委員長：臼井いづみ 

 日本小児看護学会 

 第 24 回小児がん看護学術集会  

 プログラム委員：渡邉 朋 

                          



 
 
 

10．学術活動 

学会発表（特別講演・シンポジウム・ワークショップ） 

 伊藤 彰一. 診療参加型臨床実習の充実に向けて ～千葉大学の取組の紹介～京都府立

医科大学 夏季課題集中検討会 2025 年 8 月 9 日 

 伊藤 彰一. 医学生共用試験の公的化について日本私立薬科大学協会通常総会 2025 年

6 月 3 日 

 伊藤 彰一. 千葉大学や千葉県における医療人育成の取り組み ～教育の価値を高める

拠点形成と地域連携を目指して～熊本県地域医療支援機構講演会 2025 年 6 月 5 日 

 伊藤 彰一. 診療参加型臨床実習の充実に向けて ～千葉大学の取り組みの紹介～長崎

大学・熊本大学・鹿児島大学合同フォーラム 次世代型教育で創る連携教育拠点構築プ

ロジェクト 2025 年 12 月 9 日 

 笠井 大. 論文執筆における生成 AI の実践的活用とその限界 2025 年度第 1 回 J-

STAGE セミナー 2025 年 11 月 4 日 

 笠井 大. 働き方改革と若手教育：Z 世代との関わり方と知っておいてほしい教育の基

本 JCHO 若狭高浜病院 職員向け講演会 2025 年 12 月 16 日 

 笠井 大. 働き方改革と若手教育 ーZ 世代とのかかわりと知っておいてほしい教育の

基本ー令和 7 年度 松戸市立総合医療センター管理職研修 2026 年 3 月 5 日 

 笠井 大. 研究・論文執筆における生成 AI の実践的活用と注意点令和 7 年度群馬大学

大学院医学系研究科 FD 2026 年 3 月 25 日 

 笠井 大. 医学教育と生成 AI 医学連 自治会交流集会 in 山梨 2025 年 11 月 29 日 

 笠井 大. 医師養成と生成 AI －千葉大学医学部での医学教育の歴史と展望－千葉大学 

亥鼻祭 2025 2025 年 11 月 2 日 

 笠井 大. 生成 AI が切り拓く 看護学研究と論文執筆 ― 実践ガイドとリスクマネジメ

ント ―名古屋市大学大学院看護学研究科 令和 7 年度看護研究セミナー 2025 年 7 月

15 日 

 笠井 大. 医学生・研修医・指導者のための生成 AI 活用法山梨大学医学部 教育 FD 2025

年 9 月 19 日 

 鋪野 紀好. 薬剤師の視点から臨床検査値のピットフォールを回避するプライマリ・ケ

ア認定薬剤師研修会 2025 年 5 月 12 日 

 医学教育学会研究推進委員会,菊川 誠,今福 輪太郎,大久保 由美子,石川 ひろの,片岡 

仁美,鋪野 紀好,武冨 貴久子,野村 理,林 幹雄,藤倉 輝道,宮地 由佳. 第 19回 医学教育

研究技法ワークショップ 2025 年 4 月 13 日 

 松山 泰,三原 弘,黄 世捷,鋪野 紀好,田鎖 愛理,林 幹雄,早稲田 勝久,菅野 武,松本 卓

子,才津 旭弘. 国試 CBT 化を見据えた動画・音声付 ICT 教材を作成しよう 2025 年 7

月 27 日 

 鋪野 紀好. 医学教育専門家 A コース 2026 年 3 月 1 日 

 鋪野 紀好. アドバンス WS（医学教育学会員向け企画） 2026 年 3 月 8 日 

 鋪野 紀好,林 幹雄,野村 理,今福 輪太郎,片岡 仁美. 医療者教育国際学会抄録作成ワー

クショップ医療者教育国際学会抄録作成ワークショップ 2026 年 2 月 15 日 



 
 
 鋪野 紀好. 第 20 回医学教育研究技法ワークショップ日本医学教育学会 2026 年 3 月

8 日 

 多胡 雅毅,志水 太郎,青木 のぞみ,大塚 勇輝,佐々木 陽典,鋪野 紀好,髙橋 宏瑞,德島 

圭宜,川村 廉. 病院総合診療専門研修と試験の Tips (Vol. 3)第 31 回日本病院総合診療

医学会学術総会 2025 年 9 月 27 日 

 多胡 雅毅,鋪野 紀好,志水 太郎,佐々木 陽典,髙橋 宏瑞,和才 直樹,安本 有佑. 症例検

討から学ぶ診断推論戦略 by JUGLER (Vol.13)第 31 回日本病院総合診療医学会学術総

会 2025 年 9 月 27 日 

 多胡 雅毅,鋪野 紀好,佐々木 陽典,和足 孝之,髙橋 宏瑞. ホスピタリストブートキャン

プ vol.3〜外来診療応用編第 31 回日本病院総合診療医学会学術総会 2025 年 9 月 28 日 

 鋪野 紀好,多胡 雅毅,志水 太郎,佐々木 陽典,和足 孝之,髙橋 宏瑞. 症例検討から学ぶ

診断推論戦略 by JUGLER (Vol.14)第 32 回日本病院総合診療医学会学術大会 2026 年

2 月 21 日 

 鋪野 紀好,多胡 雅毅,志水 太郎,佐々木 陽典,和足 孝之,髙橋 宏瑞. ホスピタリストブ

ートキャンプ vol.4〜病棟管理編第 32 回日本病院総合診療医学会学術大会 2026 年 2

月 22 日 

 大久保 由美子,藤倉 輝道,石川 ひろの,菊川 誠,武冨 貴久子,今福 輪太郎,片岡 仁美,

鋪野 紀好,野村 理,宮地 由佳,林 幹雄. 医学教育研究の基本を学ぶワークショップ第

57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 鋪野 紀好. AI を武器に! 次世代内科医の未来戦略米国内科学会日本支部年次総会・講

演会 2025 2025 年 6 月 29 日 

 清水 郁夫. 腑に落ちる安全文化の作り方千葉県病院局医療安全講演会 2025 年 10 月

25 日 

 清水 郁夫. 医療安全におけるコミュニケーション（コミュニケーションによる事故予

防と経験からの成長）岡山大学病院卒後臨床研修指導医講習会 2025 年 11 月 2 日 

 清水 郁夫,田中 和美,西村 礼子. 職種共通の日本版医療安全コンピテンシーフレーム

ワークを作ろう（医学教育部門編）第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 清水 郁夫. 臨床検査医学における患者安全管理と安全のための教育第 72 回日本臨床

検査医学会学術集会 2025 年 8 月 30 日 

 伊藤 彰一,鋪野 紀好,清水 郁夫,塚本 知子,笠井 大,山内 かづ代,荒木 信之,田島 寛

之,Fatema Nusura,小野寺 みさき,木村 康彦. 医学教育実践を「カイゼン」のフレーム

ワークで最適化しよう第 91 回医学教育セミナーとワークショップ 2025 年 5 月 29 日 

 林 幹雄,野村 理,鋪野 紀好,清水 郁夫,水本 潤希,藤川 裕恭,菊川 誠. Keys to a Strong 

Research Abstract：国際学会に採択される医療者教育学抄録作成の鍵第 91 回医学教

育セミナーとワークショップ 2025 年 5 月 30 日 

 田中 和美,岸 美紀子,渡辺 恵,清水 郁夫. カリキュラムに医療安全教育を組み込むに

は？第 91 回医学教育セミナーとワークショップ 2025 年 5 月 31 日 

 鋪野 紀好. 患者再現 VTR を用いた基本的臨床能力評価第 57 回日本医学教育学会大会 

オンデマンド 

 



 
 
 鋪野 紀好. 教育セッションコードの分析結果とその活用について第 16 回日本プライ

マリ・ケア連合学会学術大会 2025 年 6 月 21 日 

 上原孝紀, 大平善之, 太田光泰, 横川大樹, 李宇, 柳田育孝, 小島淳平, 佐藤瑠璃香, 石

塚晃介, 塚本知子. 録画したカンファレンスを用いた PBL(問題基盤型学習)は診断推

論能力を向上させる可能性がある第 57 回日本医学教育学会大会 オンデマンド 

 桐山加奈子.肥満症とナラティブ〜表現の力とケア、エンパワメント千葉肥満症研究会 

2025 年 11 月 19 日 

 桐山加奈子. AI が情報を扱う時代に:表現としてのナラティブが拓くケアとエンパワメ

ント 第 43 回内分泌糖尿病心理行動研究会 2026 年 3 月 1 日 

 桐山加奈子. ナラティブ・メディスンと臨床コーチング：表現の力とケア、エンパワ

メント 第 17 回日本臨床コーチング研究会学術集会総会 2025 年 8 月 3 日 

 桐山加奈子. ナラティブの教育実践法～表現へのアプローチが生み出す関係性の構

築・ケア・エンパワメント 第 98 回日本内分泌学会総会 2025 年 6 月 7 日 

 

 

学会発表（一般発表） 

 Yohei Matsumoto,Shoko Horita,Yasuhiko Kimura,Misaki Onodera,Shoichi Ito. Who 

learns longer?: Determinants of the length of independent learning time at a 

Japanese medical school WFME World Conference 2025 2025 年 5 月 

 鋪野 紀好,志村 華絵,山本,典子,石塚 晃介,森 谷満,田中 英美理,西村 義人,佐土原 道

人 ,野中  沙織 ,栗山  明 . Supporting physician well-being: Latest evidence and 

practical approaches for burnout prevention American College of Physicians Japan 

Chapter Annual Meeting 2025 2025 年 6 月 29 日 

 Kiyoshi Shikino,Kazuyo Yamauchi,Nobuyuki Araki,Hajime Kasai,Shoichi Ito. 

Community-based clinical clerkships to develop generalism competencies in 

Japanese undergraduate medical education: an observational study An 

International Association for Medical Education 2025 年 8 月 25 日 

 Kiyoshi Shikino,Nobuyuki Araki,Naoto Ozaki. Community-Oriented Medical 

Education Session for GRIP Interprofessional Service Learning Community-

Oriented Medical Education Session for GRIP Interprofessional Service Learning 

2025 年 5 月 8 日 

 Kiyoshi Shikino,Dilip Dhupelia,Prue Wallin,Shoichi Ito,Nobuyuki Araki,Naoto 

Ozaki. Rural and community medical education: A collaborative discussion between 

Australia and Japan Rural and community medical education: A collaborative 

discussion between Australia and Japan 2025 年 4 月 17 日 

 Risa Hirata,Hitomi Shimada,Naoko E Katsuki,Eiji Nakatani,Kiyoshi 

Shikino,Makiko Ono,Midori Tokushima,Yomoyo Nishi,Shizuka Yaita,Chihiro 

Saito,Kaori Amari,Kazuya Kurogi,Yoshimasa Oda,Mariko Yoshimura,Shun 

Yamashita,Hidetoshi Aihara,Motoshi Fujiwara,Yoshinori Tokushima,Masaki Tago. 

EXTERNAL VALIDATION OF A FALL PREDICTIVE MODEL FOR INPATIENTS 



 
 

IN JAPANESE LONG-TERM CARE HOSPITALS: A MULTI-CENTERED 

OBSERVATIONAL STUDY USING THE SAGA FALL RISK MODEL 2 The Society 

of Hospital Medicine Converge 2025 2025 年 4 月 

 Naoko E. Katsuki,Risa Hirata,Shizuka Yaita,Tomoyo Nishi,Hitomi 

Shimada,Chihiro Saito,Yoshimasa Oda,Eiji Nakatani,Kaori Amari,Kazuya 

Kurogi,Kiyoshi Shikino,Mariko Yoshimura,Maiko Ono,Midori Tokushima,Hidetoshi 

Aihara,Motoshi Fujiwara,Shun Yamashita,Yoshinori Tokushima,Masaki Tago. 

External validation of a prediction model for fall-related injuries and common 

predictors across multiple hospitals: A retrospective observational study The Society 

of Hospital Medicine Converge 2025 2025 年 4 月 

 Risa Hirata,Kiyoshi Shikino,So Motomura,Orisa Nakashima,Noriko Ide,Tomoyo 

Nishi,Shizuka Yaita,Naoko E Katsuki,Shun Yamashita,Hidetoshi Aihara,Motoshi 

Fujiwara,Yoshinori Tokushima,Masaki Tago. PROGRESSIVE BILATERAL LEG 

EDEMA DUE TO INTRAVASCULAR LARGE B-CELL LYMPHOMA The Society of 

Hospital Medicine Converge 2025 2025 年 4 月 

 長谷部 圭亮,鋪野 紀好,河口 謙二郎,山内 かづ代,荒木 信之,青木 信也,曽我井 大地,

村山 愛,森 徳郎,尾崎 尚人,山田 悟史,塩谷 竜之介,松山 泰,伊藤 彰一. Community 

diagnosis and medical students’ community orientation:A mixed methods study 

第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 尾崎 尚人,鋪野 紀好,荒木 信之,山内 かづ代,高橋 在也,青木 信也,勝山 陽太,曽我井 

大地,宮本 真衣,村山 愛,森 徳郎,山田 悟史,長谷部 圭亮,杉田 昌昭,伊藤 彰一. Impact 

of community hospital attending physicians on students' medical procedures 第 57

回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 藤川 裕恭,田宗 秀隆,西﨑 祐史,鋪野 紀好,志水 太郎,山本 祐,小林 裕之,徳田 安春. 

研修医のペイシェント・ケア・オーナーシップ：日本全国調査から見た病院種類に関す

る洞察 第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 Ikuo Shimizu. Simulation-based learning and CCSC Towards a beloved simulation 

center 13TH CHIBA-INJE HEALTHCARE EDUCATION JOINT SEMINAR 2025

年 5 月 22 日 

 Ikuo Shimizu,Mariko Morishita,Misako Katori,Cocoro Hirai,Kazumi Tanaka,Yumi 

Matsumura. Development and Validation of Model Sessions for Patient Safety 

Learning in Undergraduate Medical Curricula a nationwide project in Japan AMEE 

2025 2025 年 8 月 25 日 

 Ikuo Shimizu. Education for Patient Safety Improvement: competencies, strategies, 

and assessment International Conference：  Competency and Collaboration in 

Health Professions Education (Shin Kong Wu Ho-Su Memorial Hospital) 2025 年 9

月 28 日 

 Ikuo Shimizu,Kiyoshi Shikino,Yukinori Harada,Masaru Kurihara,Kazumi 

Tanaka,Yuichi Masuda,Satoshi Watanuki,Yuko Ohishi,Kosuke Ishidsuka,Taro 

Shimizu. Analysis of Diagnostic Errors in the National Adverse Event Reports 



 
 

Database in Japan the 20th Annual Congress of the Japanese Society for Quality 

and Safety in Healthcare. 2025 年 11 月 8 日 

 Zaiya Takahashi, Masako Osako. Japanese Traditional and Contemporary Views of 

Life and Death and Implications for End-of-life care 17th International Federation 

on Aging Conference, South Africa, September 2025 2025 年 9 月 15 日 

 高橋 在也,鋪野 紀好,荒木 信之,山内 かづ代,伊藤 彰一. Changes in educational 

competence on Generalism through training of supervisors: a mixed method 第 57

回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 鋪野  紀好 ,山内  かづ代 ,荒木  信之 ,尾崎  尚人 ,笠井  大 ,田島  寛之 ,伊藤  彰一 . 

Community-based clinical clerkships to develop “Generalism′′ competencies: a 

cross-sectional study 第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 27 日 

 田島 寛之,笠井 大,竹田 健一郎,内海 尊雄,古川 豊,臼井 いづみ,鈴木 拓児,酒井 郁子,

伊藤  彰一 . Interprofessional Cross-Sectional Survey of Mechanical Ventilation 

Education 第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 菊地 俊介,笠井 大,吉田 幸恵,清水 郁夫,笹山 大遥,小野寺 みさき,田島 寛之,鋪野 紀

好,荒木 信之,塚本 知子,木村 康彦,山内 かづ代,伊藤 彰一. The Reality of Medical 

Students’ Liberal Arts Class Selection 第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月

27 日 

 荒木 信之,鋪野 紀好,山内 かづ代,尾崎 尚人,青木 信也,勝山 陽太,曽我井 大地,宮本 

真衣 ,村山  愛 ,森  徳郎 ,山田  悟史 ,杉田  昌昭 ,伊藤  彰一 . The impact of summer 

fieldwork on medical students’ community orientation: A mixed methods study 第

57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 鋪野 紀好. Assessment of core clinical competencies using patient simulation video 

第 57 回日本医学教育学会大会 オンデマンド 

 片山 皓太,廣瀬 雅宣,藤井 啓世,石井 大太,井上 陽子,家 研也,青木 拓也,和足 孝之,西

崎 祐史,片岡 仁美,徳田 安春,鋪野 紀好,福井 翔,志水 太郎,山本 祐,大平 善之. 

Visualization of Time-at-bedside and Core Clinical Competencies in Clinical 

Clerkships 第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 海老原 颯人,笠井 大,清水 郁夫,鋪野 紀好,田島 寛之,木村 康彦,伊藤 彰一. Can AI be 

a clinical clerkship partner?-A trial and analysis of an AI mentor 第 57 回日本医学

教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 加瀬 舞香,笠井 大,川崎 剛,吉田 幸恵,塩谷 優,村井 優志,葉山 奈美,鈴木 拓児. A case 

of CAM-resistant pulmonary M. avium that achieved bacterial negativity after the 

introduction of Amikacin liposome inhalation suspension (ALIS) 第 65 回日本呼吸

器学会学術講演会 2025 年 4 月 13 日 

 笠井 大. The Potential of Generative AI in Research and Academic Writing-Practical 

Applications, Risk Management, and the Required Mindset- 日本麻酔科学会第 72

回学術集会 2025 年 6 月 7 日 

 松本 暢平,中村 絵里,伊藤 彰一. 必修化された極めて短期の留学は「グローバル人材」 

 



 
 
 の育成にどのように寄与するのか？グローバルビジネス学会 研究発表会 2025 年 11

月 30 日 

 林 知歩,三浦 慶一郎,笠井 大,伊藤 彰一,朝比奈 真由美,田邊 政裕,野村 行弘,中口 俊

哉. 拡張現実型聴診訓練システム EARS の呼吸音同期再生手法の検討日本 VR 医学会 

2025 年 8 月 30 日 

 松本 真一,鋪野 紀好,山内 かづ代,荒木 信之,伊藤 彰一. 訪問診療専門クリニックにお

ける医学生の長期臨床実習の受け入れ経験第 7 回日本在宅医療連合学会大会 2025 年

6 月 14 日 

 臼井 いづみ,笠井 大,渡邉 朋,内海 尊雄,木村 康彦,塚本 知子,田島 寛之,広野 さわ,遠

藤 展美,鋪野 紀好,酒井 郁子,伊藤 彰一. 既存の実習フレームを活用した専門職連携

教育の試行と課題 －大学病院における daily IPE の実践－第 18 回日本保健医療福祉

連携教育学会学術集会 2025 年 10 月 25 日 

 尾﨑 尚人,鋪野 紀好,荒木 信之,野崎 章子,辻野 拓也,飯田 貴映子,山内 かづ代,伊藤 

彰一,酒井 郁子. 海外大学との協働によるグローバル IPE 教育実践と地域医療を基盤

とした学び：Global & Regional Interprofessional Education Plus Program 第 18 回

日本保健医療福祉連携教育学会学術集会 2025 年 10 月 25 日 

 中川 友貴,杉山 淳比古,澁谷 和幹,並木 暢大,横田 元,向井 宏樹,羽柴 淳,伊藤 彰一,森 

雅裕. 発症初期に明らかな頭部 MRI 異常を認めなかった小脳脳幹型副腎白質ジストロ

フィーの 1 例第 55 回日本神経放射線学会 2026 年 2 月 20 日 

 沈 雨香,武藤 浩子,山本 桃子,木村 康彦,藤本 啓寛,濱中 淳子,吉田 文. 私立大学附属

校とは何か: 内部進学率からみた分化と機能の分析日本教育社会学会第 77 回大会 

2025 年 11 月 8 日 

 海老原 颯人,笠井 大,清水 郁夫,鋪野 紀好,田島 寛之,木村 康彦,伊藤 彰一. AI は医学

生の臨床実習パートナーになれるのか？ AI 臨床実習メンターのトライアル調査と特

性調査第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 菊地 俊介,笠井 大,吉田 幸恵,清水 郁夫,笹山 大遥,小野寺 みさき,田島 寛之,鋪野 紀

好,荒木 信之,塚本 知子,木村 康彦,山内 かづ代,伊藤 彰一. 医学生の一般教養科目選

択のリアル：その動機と影響要因を探る第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月

27 日 

 笠井 大. 研究・論文執筆における 生成 AI の活用の可能性 — 実践とリスク管理，求

められる姿勢 —日本麻酔科学会第 72 回年次学術集会 2025 年 6 月 12 日 

 笠井 大. 働き方改革と若手教育 ーZ 世代との関わり方と知っておいてほしい教育の

基本ー第 3 回 JCHO 総合診療フォーラム 2025 年 10 月 20 日 

 笠井 大. 生成 AI 時代の医療者教育と研究：生成 AI とどう向き合うか第 4 回 大阪医

科薬科大学 教育機構 三学部合同 FD 2026 年 3 月 6 日 

 濱田 千枝美,笠井 大,向後 千春,田原 卓矢,森木 紀博,清水 郁夫,杉浦 真由美,西城 卓

也. 教えて！明日から使える授業・研修の作り方のコツ！ Instructional Design を楽

しく学んで，実践に活かそう！！第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 笠井 大. 生成 AI を用いた論文執筆のあり方第 63 回 日本癌治療学会学術集会 2025

年 10 月 17 日 



 
 
 海老原 颯人,笠井 大. 生成 AI の教育への応用の実践例 ～臨床実習における AI メン

ターの開発～第 92 回医学教育セミナーとワークショップ 2025 年 11 月 28 日 

 鋪野 紀好. 総合力・適応力・教育力を有する医師育成 − 千葉大学医学部での地域医療

教育の取り組み −TOHO-WS 25（2025 年度 東邦大学医学部ワークショップ） 2025

年 7 月 30 日 

 鋪野 紀好. 医療者のウェルビーングを支える - バーンアウト対策の最新知見と実践

的アプローチちば在宅医療ことはじめ 2025 年 9 月 12 日 

 西﨑 祐史,志水 太郎,山本 祐,鋪野 紀好,片岡 恒史,小林 裕幸,徳田 安春. 働き方改革

による臨床研修医の研修環境の変化：全国観察研究日本医療政策学会第 1 回学術集会 

2025 年 6 月 28 日 

 鋪野 紀好. 保健室で役立つ診断推論とフィジカルアセスメントを実践しよう日本教育

大学協会養護教諭部会 全国国立大学附属学校連盟養護教諭部会 第 60 回研究協議会 

2025 年 8 月 7 日 

 鋪野 紀好. 地域で学ぶ総合的な診療能力：臨床研修・地域医療研修を豊かにするため

の教育戦略東京都豊島区医師会 2026 年 3 月 3 日 

 鋪野 紀好. ホスピタリスト指導医のための若手臨床教育湘南鎌倉総合病院 2025年10

月 9 日 

 鋪野 紀好. 総合診療教育コードに紐付くコンテンツの実装を見据えて第 16 回日本プ

ライマリ・ケア連合学会学術大会 2025 年 6 月 21 日 

 吉田 遼,佐藤 瑠璃香,坂本 悠加,小島 淳平,栁田 育孝,李 宇,山下 志保,横川 大樹,鋪野 

紀好,塚本 知子,上原 孝紀. 慢性疲労症候群を疑われた倦怠感の原因がトラマドール離

脱症状であった 40 歳男性の一例第 31 回日本病院総合診療医学会学術総会 2025 年 9

月 27 日 

 多胡 雅毅,鋪野 紀好,志水 太郎,佐々木 陽典,和足 孝之,髙橋 宏瑞,原田 侑典,松田 直

人,鈴木 智晴. 生成 AI 時代に求められる総合診療医の能力と臨床実践の革新第 31 回

日本病院総合診療医学会学術総会 2025 年 9 月 27 日 

 平田 理紗,香月 尚子,島田 ひとみ,八板 静香,德島 緑,齋藤 千紘,織田 良正,中谷 英仁,

甘利 香織,鋪野 紀好,吉村 麻里子大野毎子,黒木 和哉,德島 圭宜,多胡 雅毅. 転倒によ

る傷害と関連する 15 因子を用いた入院中の転倒傷害予測モデルの開発と検証第 31

回日本病院総合診療医学会学術総会 2025 年 9 月 28 日 

 鋪野 紀好,多胡 雅毅,志水 太郎,佐々木 陽典,和足 孝之,髙橋 宏瑞. 病院総合診療専門

研修と試験の Tips（Vol.4）第 32 回日本病院総合診療医学会学術大会 2026 年 2 月 22

日 

 鋪野 紀好,伊藤 彰一,端詰 勝敬,三上 哲夫,清水 郁夫,荒木 信之,高橋 利夫,菊地 美香,

朝比奈 真由美,佐々木 陽典. 千葉大学・東邦大学における取り組み 地域医療への高い

情熱と好奇心を涵養して総合力・適応力・教育力を 醸成する地域志向型医療人材養成

プログラム第 4 回全国フォーラム 2026 年 1 月 9 日 

 錦織 宏,鋪野 紀好,長谷川 仁志,田中 淳一,矢野 晴美,堀田 晶子,岸 美紀子,及川 沙耶

佳,高村 昭輝,大久保 由美子,橋本 忠幸. 日本医学教育学会大会プログラムの挑戦―次

世代の医学・医療を拓く医療者教育へ第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 24



 
 

日 

 海老原 颯人,笠井 大,清水 郁夫,鋪野 紀好,田島 寛之,木村 康彦,伊藤 彰一. AI は医学

生の臨床実習パートナーになれるのか?―AI 臨床実習メンターのトライアル調査と特

性調査―第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 西﨑 祐史,小林 裕幸,荘子 万能,高橋 宏瑞,鋪野 紀好. 医学教育 DX―学びと成長の新

しい形―第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 高橋 在也,鋪野 紀好,荒木 信之,山内 かづ代,伊藤 彰一. 総合的に患者・生活者をみる

姿勢を涵養するための指導医養成による教育能力の変化：混合研究第 57 回日本医学教

育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 片山 皓太,廣瀬 雅宣,藤井 啓世,石井 大太,井上 陽子,家 研也,青木 拓也,和足 孝之,西

崎 祐史,片岡 仁美,徳田 安春,鋪野 紀好,福井 翔,志水 太郎,山本 祐,大平 善之. 臨床

実習におけるベッドサイド研修時間と基本的診療能力の可視化の取り組み第 57 回日

本医学教育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 森本 雄気,鋪野 紀好,野村 行弘,伊藤 彰一. 医師国家試験の出題トピックの経時的変

化についての分析第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 荒木 信之,鋪野 紀好,山内 かづ代,尾﨑 尚人,青木 信也,勝山 陽太,曽我井 大地,宮本 

真衣,村山 愛,森 德郎,山田 悟史,杉田 昌昭,伊藤 彰一. 夏季フィールドワークが医学

生の地域志向性に与える影響：混合研究第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月

26 日 

 門田 友宏,山中 洸慶,佐野 友則,松本 恋実,鋪野 紀好,荒木 信之,山内 かづ代,伊藤 彰

一. 早期地域医療体験を通じた地域医療への気づき：医学生の視点によるアクション・

リサーチ第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 鋪野 紀好,山内 かづ代,荒木 信之,尾﨑 尚人,笠井 大,田島 寛之,伊藤 彰一. 地域臨床

実習における総合的に患者・生活者をみる姿勢の涵養：横断研究第 57 回日本医学教育

学会大会 2025 年 7 月 27 日 

 清水 郁夫,田中 和美,伊藤 彰一,相馬 孝博. Patient Journey Mapping を用いた ワー

クショップの教育的効果 医学生の患者中心性に対する意識変容を探索する逐次的混

合研究第 20 回医療の質・安全学会 2025 年 11 月 9 日 

 清水 郁夫,森下 真理子,香取 美佐子,平井 理心,田中 和美,松村 由美. 修正 Delphi 法

による卒前カリキュラム向け患者安全授業 GoodPractice 集の策定第 57 回日本医学教

育学会大会 2025 年 7 月 25 日 

 田島 寛之,笠井 大,竹田 健一郎,内海 尊雄,古川 豊,臼井 いづみ,鈴木 拓児,酒井 郁子,

伊藤 彰一. 大学病院における人工呼吸管理教育の多職種横断的現状調査およびニーズ

評価第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 松永 陽華,緑川 遥介,笠井 大,杉浦 寿彦,羽生 裕二,藤本 一志,山本 慶子,内藤 亮,重田 

文子,甲賀 かをり,鈴木 拓児. トレプロスチニル持続皮下注射の導入により手術可能と

なった重症肺高血圧合併子宮体癌の 1 例第 188 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会関

東支部学会・第 266 回日本呼吸器学会関東地方会合同学会 2025 年 9 月 13 日 

 須田 光,杉浦 寿彦,笠井 大,千代 雅子,佐田 諭己,佐藤 崇,太田 昌幸,池田 純一郎,鈴木 

秀海 , 鈴木  拓児 . 先天性肋骨癒合による右中葉拘束に肺 Mycobacterium 



 
 

avium(M.avium)症に大量喀血を合併した 1 例第 189 回日本結核・非結核性抗酸菌症

学会関東支部学会・第 268 回日本呼吸器学会関東地方会合同学会 2026 年 2 月 28 日 

 平間 隆太郎,葉山 奈美,塩谷 優,八木 翔汰,佐藤 峻,鹿野 幸平,内藤 亮,藤江 舞,臼井 

いづみ,笠井 大,清水 郁夫,川崎 剛,伊狩 潤,鈴木 拓児. 多職種が参加する気管支鏡急

変対応シミュレーション演習への取り組み第 48 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 

2025 年 6 月 12 日 

 HASEBE Keisuke,鋪野 紀好,河口 謙二郎,山内 かづ代,荒木 信之,青木 信也,曽我井 

大地,村山 愛,森 徳郎,尾崎 尚人,山田 悟史,塩谷 竜之介,松山 泰,伊藤 彰一. 地域診断

と医学生の地域志向性:混合研究第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 FUJIKAWA Hirohisa,田宗 秀隆,西崎 祐史,鋪野 紀好,志水 太郎,山本 祐,小林 裕幸,

徳田 安春. 研修医のペイシェント・ケア・オーナーシップ:日本全国調査から見た病院

種類に関する洞察第 57 回日本医学教育学会大会 2025 年 7 月 26 日 

 加瀬 舞香,笠井 大,川崎 剛,吉田 幸恵,塩谷 優,村井 優志,葉山 奈美,鈴木 拓児. アミ

カシン・リポゾーム吸入用懸濁液(ALIS)導入後に菌陰性化を達成し得た CAM 耐性肺

M.avium 症の一例-ALIS 使用患者からの声-第 65 回日本呼吸器学会学術講演会 2025

年 4 月 13 日 

 案浦 峻,江副 優彦,平田 理紗,鋪野 紀好,織田 良正,牧尾 成二郎,西 知世,大石 透,香月 

尚子,相原 秀俊,山下 駿,藤原 元嗣,徳島 圭宜,多胡 雅毅. Percheron 動脈閉塞による両

側視床梗塞の一例第 16 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 2025 年 6 月 21 日 

 平田 理紗,香月 尚子,八板 静香,徳島 緑,島田 ひとみ,齋藤 千紘,織田 良正,中谷 英仁,

甘利 香織,鋪野 紀好,吉村 麻里子,大野 毎子,黒木 和哉,徳島 圭宜,多胡 雅毅. 係数調

整で改良した多施設対象の転倒傷害予測モデル:多施設後ろ向き研究第 16 回日本プラ

イマリ・ケア連合学会学術大会 2025 年 6 月 22 日 

 横川 大樹,鋪野 紀好,岸 泰宏,柳田 育孝,小島 淳平,李 宇,佐藤 瑠璃香,塚本 知子,上原 

孝紀. 自己記入式 INTERMED(IMSA)日本語版の成人外来患者での信頼性と妥当性の

評価第 16 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 2025 年 6 月 22 日 

 平田 理紗,香月 尚子,島田 ひとみ,八板 静香,織田 良正,中谷 英仁,甘利 香織,鋪野 紀

好,吉村 麻里子,多胡 雅毅. 多病院データを用いた新たな転倒傷害予測モデルの開発と

検証第 122 回日本内科学会総会・講演会 2025 年 4 月 19 日 

 山本 達也, 山中 義崇, 平野 成樹, 杉山 淳比古, 荒木 信之, 仲野 義和, 知識 柔一, 

樋口 佳則, 桑原 聡. パーキンソン病において非運動症状は脳深部刺激療法術前・術後

患者の生活の質に影響する第 19 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス 2025 年

7 月 25 日 

 加瀬 舞香,笠井 大,川崎 剛,吉田 幸恵,塩谷 優,村井 優志,鈴木 拓児. アミカシン・リ

ポ ゾ ー ム 吸 入 用 懸 濁 液 (ALIS) 使 用 中 の 難 治 性 肺 Mycobacterium avium 

complex(MAC)症患者が抱える困難と、ALIS 継続のために望まれる支援 ALIS 使用患

者からの声第 100 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会学術講演会 2025 年 6 月 6 日 

 内田智子,江幡智栄.新井加代子,瀬戸智美,山内典子,三好麻実子,三村千弦 中堅看護師の

生涯学習支援 日本看護管理学会第 29 回学術集会 2025 年 8 月 23 日 

 拝田一真,佐藤太一,中水流彩,依田智美,清水安子,菅原聡美,黒田久美子,山﨑友宏 看護



 
 

実践・研究のもやもう～実践と共感の往還 千葉看護学会第 31学術集会交流集会 2025

年 9 月 13 日 

 小川純子,渡邉朋,竹之内直子,富岡晶子,塩飽仁,上別府圭子,佐藤伊織 在宅で療養する

終末期の小児がんのことものケアを引き継ぐ訪問看護師のニーズ 小児がん看護学会

第 67 回学術集会 2025 年 11 月 19 日 

 高橋 在也, 武田 俊彦, 蘆野 吉和, 平原 優美. 災害連絡網の情報共有から明らかにな

った、在宅ケアに係る災害支援の課題 日本災害医学会第 31 回年次大会 2026 年 3 月

21 日 

 高橋 在也. いのち・くらし・⽣きがい ・表現（語り） 〜ACP はなぜ必要なのか〜 東
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(difficult patient encounters)要因分析と対応方法を中心に Hospitalist 12(4) 2025 年 

 沈 雨香,武藤 浩子,山本 桃子,木村 康彦,藤本 啓寛,濱中 淳子,吉田 文. 【研究報告】私

立大学における高大接続に関する研究 -附属校出身者に着目して- 早稲田教育評論 

40(1) 89-110 2026 年 3 月 31 日 

 青山 彩香,鋪野 紀好. エキスパートが教える問診の勘どころ 対話から拾い上げるコ

モンディジーズ 第 22 回「手先が痺れるんです」 Medical Practice 42(4) 638-641 2025

年 

 鋪野 紀好. 医学情報の集め方・活かし方 生成 AI 時代のスタンダード!【第 4 章:コラ

ム】書籍・教科書の一歩進んだ読み方 レジデントノート 27(6) 1188-1193 2025 年 

 鋪野 紀好. 【めまいを極める イルネススクリプトをおさえた診断力トレーニング】

Case Series クリティカルディジーズ 急性肺血栓塞栓症 労作で誘発されるめまい 診

断と治療 113(10) 1209-1211 2025 年 10 月 



 
 
 鋪野 紀好. 器質的疾患と心因性疾患を見極める 診断推論ストラテジー 病歴と身体診

察 器質的疾患と心因性疾患の特徴(病歴) 診断と治療 113(4) 418-422 2025 年 

 福澤 文駿,鋪野 紀好. 器質的疾患と心因性疾患を見極める 診断推論ストラテジー 症

候別診断推論ストラテジー 頭痛-身体的要因による頭痛と心理社会的要因に伴う頭痛- 

診断と治療 113(4) 497-500 2025 年 

 清水 郁夫,田中 和美,西村 礼子,岸 美紀子. 我が国のコンピテンシー基盤型教育にお

ける「医療・ケアの質と安全」私案 : 大会ワークショップからの提案 医学教育 57(1) 

36-38 2026 年 2 月 25 日 

 清水 郁夫. 医療における患者安全の推進役としてのプライマリ・ケア 日本プライマ

リ・ケア連合学会誌 48(2) 43 2025 年 6 月 20 日 

 三原 弘,清水 郁夫. 若手医師が働き続けたい病院とは どこでも通用する力と、ここで

しか得られない力 病院経営羅針盤 16(290) 5-10 2025 年 12 月 15 日 

 藤澤陽子，新井加代子 千葉大学医学部付属病院看護部が取り組む「EBP 実践」と「人

材育成」看護管理 35（8）658-662 2025 年 8 月 

 酒井 郁子. 書評 ケアの意味を見つめる事例研究-看護実践の知を探求する研究方法論 

看護管理 35(9) 805-805 2025 年 9 月 10 日 

 酒井 郁子 看護管理者にとっての EBP—特集 看護管理者のための EBP 入門 : 質改

善の組織文化を加速させるリーダーシップ 看護管理 35(8) 634-639 2025 年 8 月 

 

 

教材開発 

 なし 

 

 

 

その他 

   なし 

 

  



 
 
競争的資金 

 

外部資金名・種

別 

研究課題名（研究題目） 研究者 採択年度 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(B)  

尊厳あるケアのための多層

的リーダーシップ発揮によ

る身体拘束縮小戦略の理論

化と普及 

酒井 郁子, 山本 武志, 西垣 

昌和, 保田 江美, 深堀 浩

樹, 佐伯 昌俊, 友滝 愛, 松

岡 千代 

2024-2026 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(B)  

看護の役割拡大に伴う判断

に係る教育プログラム構

築：コンピテンシー、EPAs

の明文化 

萱間 真美, 春山 早苗, 酒井 

郁子, グレッグ 美鈴, 大西 

弘高 

2024-2026 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

特定行為に係る看護師の研

修制度の政策過程の分析 
山本 武志, 酒井 郁子 2024-2026 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

専門職連携教育が有する学

習者のエージェンシーに対

する教育効果の多機関共同

研究 

下井 俊典, 酒井 郁子, 井出 

成美, 孫 佳茹, 高野 吉朗, 

有家 尚志, 濱地 望, 大古場 

良太, 仲 貴子, 吉松 竜貴 

2024-2028 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

ヘルスケア専門職の IPS 発

展を学習目標とした多職種

連携協働研修プログラムの

開発 

井出 成美, 酒井 郁子, 下井 

俊典, 孫 佳茹 
2025-2028 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(B)  

1960 年代の教育・労働裁判

が教育政策に与えた影響に

関する実証的研究 

高木 加奈絵, 木村 康彦, 前

田 麦穂, 桑嶋 晋平, 長嶺 

宏作, 富山 仁貴, 跡部 千

慧, 鈴木 麻里子 

2024-2027 

日本学術振興会  

科学研究費助成事

業  基盤研究(B) 

行政と協働した日本型対話

促進 ACP モデルによる教育

的介入と社会的スキームの

実装 

長江 弘子, 原沢 のぞみ, 那

須 真弓, 坂井 志麻, 片山 

陽子, 中村 円, 高橋 在也, 

岩崎 孝子, 高 紋子, 山縣 

千尋, 彦 聖美, 青山 美紀

子, 酒井 武志, 千葉 恵子, 

山田 案美加 

2022-2026 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 若手研究 

外国人患者との良好なコミ

ュニケーションおよび異文

化理解を促す医学英語教育

の開発 

塚本 知子 2025-2027 



 
 

厚生労働科学研究

費補助金 

令和２年度の医師臨床研修

制度の見直しの影響の評価

のための研究 

竹村洋典, 横山和仁, 武藤

剛, 大西弘高, 伊藤彰一, 松

本卓子, 片桐大輔, 鋪野紀

好, 佐藤武郎, 鷲尾真理愛 

2024-2025 

厚生労働省 厚生

労働科学研究費補

助金 政策科学総

合研究事業 政策

科学推進研究事業 

総合的な診療能力を有する

医師の活躍推進方策に関す

る調査研究 

小林大輝, 前野哲博, 他（鋪

野 紀好） 
2024-2026 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

医学教育プログラムのモニ

タ・評価・改善に資する質

保証の好循環システムに関

する研究 

松本 暢平, 笠井 大, 鋪野 

紀好, 横尾 英孝, 朝比奈 真

由美, 伊藤 彰一 

2024-2026 

厚生労働省 厚生

労働科学研究費補

助金事業 

ICT を利用した医師国家試

験の評価方法の開発と検証

のための研究 

河北博文, 岡崎仁昭, 松山

泰, 淺田義和, 久保沙織, 小

西康彦, 小松弘幸, 高村昭

輝, 内藤俊夫, 奈良信雄, 錦

織宏, 伴信太郎, 森博威 

2024-2026 

厚生労働省 行政

推進調査事業費 

医師臨床研修制度における

基本的臨床能力評価試験の

活用等に関する研究 

小林裕幸, 徳田安春, 志水太

郎, 山本祐, 鋪野紀好, 福井

翔, 西﨑祐史, 長崎一哉, 西

口翔, 片山皓太, 高田俊彦, 

和足孝之, 藤川裕恭, 横瀬允

史 

2024-2026 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(A) 

AI による対話技術を活用し

た模擬患者アバターでの仮

想空間医療面接教育基盤の

創生 

石原 慎, 岡崎 史子, 蓮沼 

直子, 高橋 誠, 橋本 佳, 廣

井 直樹, 寺澤 晃彦, 小松 

弘幸, 山内 かづ代, 三好 智

子, 伊藤 俊之, 伊藤 彰一, 

藤田 博一, 田口 亮, 大久保 

由美子, 李 晃伸, 荒川 敏, 

栩野 吉弘, 岸 美紀子, 上乃 

聖, 鋪野 紀好 

2024-2028 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

人工呼吸管理に習熟した医

療人材育成の為の多職種連

携教育手法の開発および効

果検証 

田島 寛之, 伊藤 彰一, 笠井 

大 
2024-2027 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C)  

診療参加型臨床実習を推進

する新たな指導法の開発：

横尾 英孝, 大西 俊一郎, 笠

井 大, 鋪野 紀好, 松本 暢

平, 塚本 知子, 神田 真人, 

2023-2026 



 
 

汎用化に向けた多施設共同

研究 

若林 華恵, 杉山 淳比古, 朝

比奈 真由美, 伊藤 彰一 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

卒前卒後の地域医療学修を

支える地域実践型指導医育

成プログラムの開発と評価 

山内 かづ代, 鋪野 紀好, 伊

藤 彰一 
2023-2025 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C)  

医療系学部・大学院の全員

留学による学びの包括的評

価に関する実証研究 

中村 絵里, 伊藤 彰一, 大西 

好宣, 松本 暢平, 山田 知

子, 伊藤 晃成, 酒井 郁子, 

野崎 章子, カズノブ ダビ

ッド 

2021-2025 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(B)  

DX に基づく急性期病院の認

知症ケア専門職連携を促進

する Simulation Platform

の開発 

鈴木 みずえ, 伊藤 友孝, 酒

井 郁子, 五十嵐 歩, 山川 

みやえ, 御室 総一郎, 稲垣 

圭吾, 内山 昌代, 金盛 琢也 

2023-2026 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(B)  

軽度認知機能障害者に対す

る睡眠データを活用したハ

イブリッド型看護外来の構

築 

山川 みやえ, 足立 浩祥, 酒

井 郁子, 深堀 浩樹, 池田 

学, 樋上 容子, 糀屋 絵理

子, 竹屋 泰, 釜江 和恵, 金

盛 琢也 

2022-2025 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 若手研究 若手

研究  

実践的 EBM 能力を有する

医療者養成のための教育プ

ログラム開発とその効果検

証 

笠井 大 2021-2025 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(B) 

質の高い安全な医療の提供

のための高信頼性組織理論

に基づく医療安全教育の開

発と実装 

田中 和美, 清水郁夫, 岸美

紀子, 大石裕子, 中里智子, 

篠崎博光, 斎藤貴之, 小松康

宏, 相馬孝博, 小松浩子 

2025-2029 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

多職種連携による医療安全

向上のための職種別エラー

特性と法的責任の検討 

鳥羽三佳代, 清水郁夫, 森脇

睦子, 中部貴央 
2025-2027 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 基盤研究(C) 

日本型福祉国家における臨

時教育審議会に関する研究 

長嶺 宏作, 木村 康彦, 中村 

恵佑, 高木 加奈絵, 荒井 英

治郎 

2023-2027 

日本学術振興会 

科学研究費助成事

業 若手研究 

アウトカム基盤型リカレン

ト教育により神経難病診療

の危機を解決する革新的研

究 

荒木 信之 2023-2027 



 
 

千葉県若手医師地

域定着促進事業給

付金 

診断推論ラボ（Dx Lab） 佐藤瑠理香 2025 

 

 

 

11．IR データ 

※見出しのみ掲載（各種報告書／集計結果は内部資料として保管） 

 

卒前教育 IR データ 

 卒業時調査 

 メンター制度にかかるデータ（メンタープロフィール、メンタリング終了後アンケー

ト） 

 wbt 成績・共用試験成績 

 学生による授業評価アンケート 

 

卒後教育 IR データ 

 卒後臨床研修に関するアンケート調査（研修医採用予定者ガイダンス時） 

 卒後臨床研修に関するアンケート調査（研修修了時） 

 地域医療研修に関するアンケート 

 研修医面談レポート 

 

その他 

 千葉大学医学部附属病院研修医選抜試験アンケート調査 

  



 
 
12．資料（規程等） 

 

千葉大学医学部医学教育研究室規程 

https://www.chiba-u.ac.jp/general/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000670.htm 

（平成 17 年 12 月 12 日制定） 

（一部抜粋） 

（設置） 

第 1 条 千葉大学医学部（以下「医学部」という。）に，医学教育研究室を置く。 

（目的） 

第 2 条 医学教育研究室は，医学部における学生の入学から卒業までの一貫した教育，卒

後研修及び生涯医学教育等（以下「一貫教育等」という。）を支援・実施することを目的

とする。 

（業務） 

第 3 条 医学教育研究室は，一貫教育等を支援・実施するため，次に掲げる業務を行う。 

一 入学試験，カリキュラムの企画・実施に関すること。 

二 進級判定，卒業認定等の実施・管理に関すること。 

三 医学教育に関する調査・研究及び教育プログラムの開発に関すること。 

四 教員を対象とした教育貢献の評価法の実施及び評価に関すること。 

五 FD（ファカルティ・ディベロップメント）の企画・実施等に関すること。 

六 生涯医学教育の企画・実施等に関すること。 

七 その他一貫教育等の支援・実施に関すること。 

（組織） 

第 4 条 医学教育研究室に，次の職員を置く。 

一 室長 

二 副室長 

三 その他医学部長が必要と認めた者 

（室長・副室長） 

第 5 条 室長及び副室長は，医学部長が指名する者をもって充てる。 

２ 室長は，医学教育研究室の業務を総括する。 

３ 副室長は，室長の職務を補佐する。 

（部門） 

第６条 医学教育研究室に，次の部門を置く。 

一 教育評価部門 

二 FD（ファカルティ・ディベロップメント）実施部門 

三 情報管理部門 

四 国際交流部門 

 

  



 
 
千葉大学医学部附属病院総合医療教育研修センター規程 

https://www.chiba-u.ac.jp/general/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000913.htm 

（平成 16 年 4 月 1 日制定） 

（一部抜粋） 

(趣旨) 

第 1 条 この規程は，千葉大学医学部附属病院規程第 30 条の規定に基づき，千葉大学医

学部附属病院総合医療教育研修センター(以下「センター」という。)の組織及び運営に関

し必要な事項を定める。 

(目的) 

第 2 条 センターは，医学部附属病院長の管理の下に，医学部附属病院において教育研修

を実施するとともに，病院における各種教育研修への支援及び助言をすることを目的とし

て，次の各号の業務を行う。 

一 医師等の臨床研修に関すること。 

二 医師等の専門研修に関すること。 

三 看護師特定行為研修に関すること。 

四 医療系学生の教育研修に関すること。 

五 研修登録医，病院研修生，受託実習生，臨床研修見学生の教育研修に関すること。 

六 教育研修に関するデータの集積及び分析に関すること。 

七 各種教育研修を統括すること。 

八 その他教育研修に関すること。 

(部門) 

第 3 条 センターに，次の部門を置く。 

一 教育研修管理部門 

二 教育研修実践部門 

三 調査・分析部門 

(職員及び職務) 

第 4 条 センターに，センター長を置く。 

2 前項に規定する者のほか，次の職員を置くことができる。 

一 副センター長 

二 教授，准教授，講師及び助教 

三 その他の職員 

3 前項各号に掲げる職員は，センター長の命を受け，担当の業務を処理する。 

(教育研修管理チーム) 

第 5 条 センターに，院内の研修計画の立案及び管理等を行うため，教育研修管理チーム

を設置する。 

(雑則) 

第 6 条 この規程に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，別に定め

る。 

  



 
 
千葉大学医学部附属病院総合医療教育研修センター教育研修管理チーム内規 

https://www.chiba-u.ac.jp/general/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110001573.htm 

(令和 3 年 7 月 1 日制定) 

(趣旨) 

第 1 条 この内規は，千葉大学医学部附属病院総合医療教育研修センター規程(以下「セン

ター規程」という。)第 6 条の規定に基づき，センター規程第 5 条に規定する千葉大学医学

部附属病院総合医療教育センター教育研修管理チーム(以下「教育研修管理チーム」とい

う。)の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 

(活動内容) 

第 2 条 教育研修管理チームは，総合医療教育研修センター長の管理の下，次に掲げる活

動を行う。 

一 教育・研修に関する計画の立案及び管理等 

二 教育・研修の質の向上に資する活動 

(組織) 

第 3 条 教育研修管理チームは，次に掲げる職員をもって構成する。 

一 総合医療教育研修センターの教職員 若干名 

二 クリニカル・スキルズ・センターの教職員 若干名 

三 卒後臨床研修カリキュラム専門委員会の医師及び歯科医師 若干名 

四 検査部の臨床検査技師 若干名 

五 放射線部の臨床放射線技師 若干名 

六 輸血・細胞療法部の臨床検査技師 若干名 

七 病理部の臨床検査技師 若干名 

八 リハビリテーション部の療法士 若干名 

九 臨床工学センターの臨床工学技士 若干名 

一〇 企画情報部の教職員 若干名 

一一 医療安全管理部の医師，看護師又は薬剤師 若干名 

一二 患者支援部の医療社会福祉士 若干名 

一三 臨床栄養部の管理栄養士 若干名 

一四 薬剤部の薬剤師 若干名 

一五 看護部の看護師 若干名 

一六 事務部総務課の事務職員 若干名 

一七 事務部医事課の事務職員 若干名 

一八 その他総合医療教育研修センター長が必要と認めた者 若干名 

2 前項に定める構成員は，各部署からの推薦を受けて総合医療教育研修センター長が指

名する。 

(チーム長及び副チーム長) 

第 4 条 教育研修管理チームにチーム長及び副チーム長を置く。 

2 チーム長は総合医療教育研修センター長が兼務し，副チーム長はチーム長が指名す

る。 

3 チーム長は教育研修管理チーム会議(以下「会議」という)を招集し，その議長となる。 



 
 
4 チーム長に事故あるときは，副チーム長がその職務を行う。 

(会議) 

第 5 条 教育研修管理チームは，第 2 条に掲げる活動を行うため，年に 2 回を定例として

会議を開催する。ただし，チーム長が必要と認めたときは，臨時に開催することができ

る。 

2 会議は，構成員の過半数の出席がなければ開催することができない。 

3 チーム長が必要と認めたときは，構成員以外の者を会議に出席させることができる。 

4 会議の議事は，出席した構成員の過半数をもって決し，可否同数のときはチーム長の

決するところによる。 

(コア会議) 

第 6 条 チーム長は、第 2 条に掲げる活動を支援するため，教育研修管理チームのもと

に，チーム長，副チーム長その他チーム長が必要とする者からなるコア会議を開催するこ

とができる。 

(事務) 

第 7 条 教育研修管理チームの事務は，総合医療教育研修センター及び総務課において処

理する。 

(雑則) 

第 8 条 この内規に定めるもののほか，教育研修管理チームに関し必要な事項は，別に定

める。 


